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因 


ワイド ビュー フ□ント モニター メインスイッチ※ 



ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取りつけられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[違法改造について 


参トヨタび国±交通省に届け出をした部品！;(外のものを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さな 
い部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


参次の場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナツトの交換。 

異なった種類や指定！;(外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両乂災など事故につなび 
るあそれびあり危険です。 

•フ□ントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでな 
<、違法改造につなびるおそれびあります。 
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I 運転についてのご注意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にを意を払い、安全運転を必がけてくださ 
い。 

酒気帯び運転は絶対しないで<ださい。お酒を飲むとを意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引さ起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲 
んだとさち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないで<ださい。周囲の状 
況などへのを意び不十分になり、大変危険です。八ンズフ U — 外の自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故につながる 
おそれびあり危険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、おテさまの安全を確保するためのを意事項や 
チヤイルドシートの取りつけかたなどをまとめた「チヤイルドシートの取りつ 
け」 (^ P . 100)をお読みください。 


[保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読み< ださい。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してください。（法 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表示について 


警告、注意、知識について 


乂警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な 
傷害につながるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


A ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でさない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作ち法の説明外で知っておいていたださたいこと、知っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシン ボル 

"してはいけません""このよ5にしないでください""このようなこと 
を起こさないでください"という意味を表しています。 




操作を示す矢 E 口 

^ スイッチなどの操作（押す、回すなど）を示し 
ています。 

〇操作後の作動（ふたび開<など）を示していま 
す。 
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-1. キーの取扱い 


お客様へ下のキーをお渡しします。 



CTN11AE001 


n 電子キー 

* スマートエント U —&スター 
トシステムの作動 UP . 24) 

-プッシュボタンスタートの作 
動 (^ P . 33) 

-ワイヤレス機能の作動 
UP . 38) 

且メカニカルキー 
且キーナンバープレート 


I メカニカルキーを使うには 



メカニカルキーを取り出す 

使用後はちとにちどし、電テキーと一 
緒に携帯して<ださい。電子キーの電 
池び切れたとさやスマートエント 
U — &スタートシステムび正常に作 
動しないとさ、メカニカルキーび必要 
になります。 (^P. 305) 
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1-1 .キーの取扱い 


□知識 

■キーナンバープレート 

車の中外の安全な場所（財布の中など）に保管ください。万ーキーを紛失し 
た場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でさます。 (^p. 
304) 

■航空機に乗るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどに保管する場合でわ、簡単にスイッチび押さ 
れないように保管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A 迂 fe 、 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないで < ださい。 

♦キーを 磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
つけたりしないで<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7— トエントスタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけで於下の操作び巧えまず。 
(必ず運転者び携帯してください。） 



曰バックドアの解錠•施錠 （^ P . 26) 
且エンジンの始動 (^ P . 11 9) 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解錠•施錠（フ□ントドア八ンドルのみ) 




八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
触れてください。 

施錠操作後3秒間は解錠でさません。 


□ックスイッチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[バック ドアの解錠•施錠 



バックドアオープンスイッチを押 
して解錠する 

施錠操作後3秒間は解錠でさません。 



□ックスイッチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[アンテナの位置と作動節囲 


n 車外アンテナ 
且車内アンテナ 


:ドアの解錠-施錠時 

各ドア八ンドルから周囲約7日 
cm け^内で電子キーを携帯して 
いる場合に作動します。 

:エンジン始動時またはモー 
ド切り替え時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 


■ アンテナの位置 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 


■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（解錠は2回、施錠は]回） 

■節電機能 

電子キーの電池と車両のバッテ U —保護のため、1；(下の状況ではスマートエン 
卜 U — &スタートシステムを停止します。 

• 2 週間じ I 上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった 
♦車両の外約7日 cm 内に電子キーを]日分 LiLh 放置した 

じ I 下のいずれかを行うと、スマートエント U — &スタートシステムび復帰しま 
す。 


• ドア八ンドル上の□ックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で解錠•施錠する (^ P . 38) 
• メカニカルキーで解錠-施錠する (^ P . 3日日) 


■電池の消耗について 


♦電池の標準的な寿命は]〜2年です。（電子キーを使用しなくてち電池は消耗 
します。）スマートエント U — &スタートシステムやワイヤレス機能び作動 
しなかったり、作動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可 
能性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。 (^ P . 
260) 

•電池残量びかなくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。 (^ P . 289) 


♦電池の著しい消耗を防ぐため、下のような磁気を発生する電化製品の ] m 
1^^内に電テキーを置かないでください。 

- TV 
-パソコン 

. 充電中の携帯電話やコードレス電話機 
-電気スタンド 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■システムを正しく作動させるために 

電子キーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近づけすざないようにしてください。 

作動時の電子キーの位置や持ちちによっては、電子キーび正しく検知されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないことわあります。） 

■ ご留意いただきたいこと 

•電子キーび作動範囲内（検知エ U ア内）にあってわ、1；(下のような場合は正 
しく作動しないことびあります。 

-ドアの解錠-施錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近づさすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-エンジン始動時またはモード切り替え時に電子キーびインストルメント 
パネルやフ□ア上、またはグ□ーブボックス内などに置かれていた場合 
♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人！;(外でも解錠- 
施錠でさます。 

♦車外でもドアガラスに近い位置に電子キーびあるとさは、エンジン始動び可 
能になる場合びあります。 

♦洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の水びかかると、ドアび解錠すること 
びあります。（ドアの開閉操作びなければ約3日秒後に自動的に施錠されま 
す。） 

♦手袋をはめていると、ドア八ンドルを握っても解錠されない場合びありま 
す。 

•車両に近い位置に電子キーびあるときにワイヤレス機能などで施錠を行う 
と、スマートエント U — &スタートシステムによる解錠びできなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します。） 

■長期間運転しないとさは 

盗難防止のため、電子キーを車両から2 mLU 上離しておいてください。 



29 



1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約3日秒内にドアを開けなかったときは盗難防止のため、施錠 
されます。 

■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告び表示されたとさは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。 (^ P . 283) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処ち法は下のようになります。 


敬化立 

言□曰 

状況 

対処ち法 

車外から"ピー" 

と2秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U — & 
スタートシステムでドアを 
施錠しようとした 

車内から電子キーを取り出 
したあと、再度施錠してく 
ださい。 

車外から"ピー’ 

と6日秒間鳴る 

" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にせず 
に、電子キーを外に持ち出 
してドアを施錠しよ5とし 
た 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にし 
たあと、再度施錠してくだ 
さい。 

車外から"ピー’ 

と]日秒間鳴る 

いずれかのドアび開いてい 
るとさにスマートエント 

U —&スタートシステムで 
施錠しようとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


警告音 

状況 

対処ち法 

車内から"ピー、 
ピー"と鳴り続け 
る 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをアク 
セヴ U —モードにした（ア 
クセヴ U —モードのとさ運 
転席ドアを開いた） 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを日 FF にし 
たあと、運転席ドアを閉め 
て < ださい。 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを 

OFF にした 

運転席ドアを閉めてくださ 
い。 


■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないときは 

♦ ドアの解錠-施錠： ^ P . 305 
•エンジン始動： ^ P . 305 

■電池び切れたとさは 

-^ P . 260 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にするなどの変更びでさま 
す。（カスタマイズー覧^ P . 32目） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼす影響についての警告 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、室内アンテナ•車外アンテナ (^ P . 27) から約22 cm じ(内に近づ 
かないようにしてください。電波により植え込み型必臓ペースメーカーおよび 
植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にすることもできます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


水迂 fe 、 

■機能び 正常に働かないおそれのある犬況 

スマートエント U — &スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次の 
ような場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス U モコンび正常に作動しない場合びあります。（巧 
処方法： ^ P . 305) 

♦ 電子キーの電池び消耗しているとさ 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソ U ンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとさ 
♦無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとさ 
•電子 キーび金属製のちのに接したり、覆われているとさ 
• 複数の電子キーび近< にあるとさ 

♦電子 キーを ail 下のような電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとさ 

-ほかの車の電子キー 
-電波式ワイヤレス U モコン 
-パソコン 

• U ヤガラスに金属を含むフイルムび貼ってあるとさ 
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. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ッシュボタンスタート* 


電子キーをポケットなどに携帯するだけでエンジンの始動 （^ p . 
119) が行えます。（必ず運輯者び携帯してください。） 



BTO22CB011 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I アンテナの位置と作動節囲 

■ アンテナの位置 




車内で電子キーを携帯している場 
合に作動します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■節電機能 

電子キーの電池と車両のバッテ U —保護のため、1；(下の状況ではプッシュボタ 
ンスタートを停止します。 

♦ 2 週間じ I 上プッシュボタンスタートを使用しなかった 
♦車両の外約7日 cm 内に電子キーを]日分 LiLh 放置した 

じ I 下のいずれかを行うと、プッシュボタンスタートび復帰します。 

•ワイヤレス機能で解錠•施錠する (^ P . 38) 

♦ メカニカルキーで解錠-施錠する (^ P . 3日日） 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は]〜2年です。（電子キーを使用しなくてち電池は消耗 
します。）プッシュボタンスタートやワイヤレス機能び作動しなかったり、作 
動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可能性びあります。 
電池び弱ったら新しい電池に交換してください。 (^ P . 260) 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。 (^ P . 289) 

•電池の著しい消耗を防ぐため、下のような磁気を発生する電化製品の ] m 
内に電子キーを置かないでください。 

- TV 
-パソコン 

• 充電中の携帯電話やコードレス電話機 
-電気スタンド 

■ ご留意いただきたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検知エ U ア内）にあっても、1；(下のような場合は正 
しく作動しないことびあります。 

-エンジン始動時またはモード切り替え時に電子キーびインストルメント 
パネルやフ□ア上、またはグ□ーブボックス内などに置かれていた場合 
♦車外でもドアガラスに近い位置に電子キーびあるとさは、エンジン始動び可 
能になる場合びあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■警告音と警告表示に ついて 

誤操作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴つ 
たり、マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告び表示されたとさは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。 (^ P . 283) 

■プッシュボタンスタートび正常に作動しないときは 

-^ P . 30己 

■電池び切れたとさは 

-^ P . 260 

■販売店で設定可能な機能 

プッシュボタンスタートを非作動にするなどの変更びでさます。（カスタマイズ 
一覧^ P . 326) 


A 警告 

■電波び およぼす影響についての警告 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、アンテナ (^ P . 34) から約22 cm じ(内に近づかないようにしてく 
ださい。電波により植え込み型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器 
の作動に影響を与えるおそれびあります。 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器 LU 外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

プッシュボタンスタートを非作動にすることちでさます。詳しくはトヨタ販売 

店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 迂点 

■機能び 正常に働かないおそれのある犬況 

プッシュボタンスタートは微弱な電波を使用しています。次のような場合は電 
テキーと車両間の通信をさまたげ、プッシュボタンスタートび正常に作動しな 
い場合びあります。例処方法：^ P . 30已） 

♦ 電子キーの電池び消耗しているとさ 

•近くに テレビ塔や発電所、ガソ U ンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとさ 
♦無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとさ 
•電子 キーび金属製のものに接したり、覆われているとき 
• 複数の電子キーび近< にあるとさ 

•電子 キーを、下のような電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとさ 

• ほかの車の電テキー 
-電波式ワイヤレス U モコン 
-パソコン 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレス U モコン 


ドアを解錠 • 施錠でさまず。 



n 全ドア解錠 
旦全ドア施錠 


□知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅打の点滅で知らせます。（解錠は2回、施錠は]回） 

■半ドア警告ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しようとすると、ブヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからもう一度施錠してください。 

■電池の消耗について 

^ P . 28 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

斗. 3日 

■電池び切れたとさは 

-^ P . 260 

■機能び正常に働かないおそれのある犬況 

^ P . 32 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでさます。 

(カスタマイズー覧^ P . 326) 


38 














. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

P (フ□ントドア、 U ヤドア) 


スマートエントリー&スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド 
ア□ックスイッチを使って解錠-施錠できます。 

■ スマートエントリー&スタートシステム 

^ P . 2己 

■ワイヤレス機能 

斗. 38 

■ キー 

メカニカルキーを使ってドアを解錠-施錠できます。 （^ P . 30己) 

n 全ドア解錠 
且全ドア施錠 


n 解錠 
曰施錠 

運転席ドアは、□ックレバーび施 
錠側になっていてを、車内のドア 
レバーを引くと開けられます。 


■ ドア□ツクスイッチ 



■□ックレバー 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[キーを使わずに外側か5運転席ドアを施錠ずるときは 


手順 


の□ックレノ（一を施錠側にする 


手順 


ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 


" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサリーモード 
またはイグニッシヨン日 N モードのとさや車内に電子キーび放置 
されているとさは施錠されません。 


電テキーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施錠される場合びあ 
ります。 


助手席ドアを施錠するときは、□ックレバーを施錠側にし、ドア八ンド 
ルを引かずにドアを閉めます。 


(チャイルドプ□テクター 



n 施錠側にすると、リヤドアび内 
側から開かな<な0ます 

おテさまび内側から IJ ヤドアを開け 
ないよラにでさます。両側の IJ ヤドア 
を施錠側にしてください。 


□知識 


■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開け方 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開さます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は iu 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開さ、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず使用する 
•全ての ドアを施錠する 
•全ての ドアを確実に閉める 

•走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開さ車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。とくに、運転席は□ックレバーび施錠側に 
なっていてちドアび開くため、を意してください。 

•お テさまをセカンドシート、ヴードシート*に柔せるときは、チヤイルドプロ 
テクターを使用して車内からドアび開かないようにする 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

バックドア 



バックドアオープンスイッチを 
押したまま、バックドアを持ち 
上げる 


□知識 


■バックドアを閉めるときは 



バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引さ下げ、必ず外から押して閉めてくださ 
い。 



スイッチを ON にしておくとバックドアを 
開けたとさ、ラゲージルームライトび点打 
します。 


noN 

□ OFF 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■パックドアが開かな<なった5 

バックドアを内側から開けることびでさます。 

カノ（一をはずす。 




レノ く一を矢印の方向に押す。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

•走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたままにしておくと、バックドアび車外のものにあたったり荷物び投げ出 
されたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
ります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

•走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開き、思わめ事故に 
つながるおそれびあります。 

•ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとき 
や衝突したとさなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

■お 子さまを乗せているときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•ラ ゲージルームでおテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを弓 I さ起こすおそれびあります。 

•お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりするお 
それびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


■パック ドアの操作にあたって 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

•バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り 
除いて<ださい。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびありま 
す。 

•バック ドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

•人び いるときは、安全を確認し、動かすことを知らせる「声かけ」をしてくだ 
さい。 

•強風 時の開閉には十分を意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありま 
す。 

•半開 状態で使用すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。とくに傾斜した場所では、平坦な場 
所よりもバックドアの開閉びしにくく、 
急にバックドアび開いたり閉じたりする 
おそれびあります。必ずパックドアび全 
開で静止していることを確認して使用し 
て < ださい。 

•バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないように十分注意してください。 

•バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルを持っ 
たままバックドアを閉めると、手や指を 
挟むおそれびあります。 


•バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあります。 

•バック ドアにキヤ U アなどの重いちのを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭•首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ U — 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


/ i \ 注意 


■ダン パース テ ーにつ いて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取りつけられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守り<ださい。 

♦ビニール 片-ステッカー-粘着材などの 
異物をステーの□ッド部（棒部）に付着 
させない 

•□ッ ド部を軍手などで触れない 

•バック ドアにトヨタ純正品じ I 外のアクセ 
ヴ U —用品をつけない 

•ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 



46 















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート 



n 前後位置調整 
旦リクライニング調整 
且シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 


BT 01 305001 









1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


►パワーシート装着車 



n 前後位置調整 
且リクライニング調整 
B クッション前端の上下調整 
(運転席のみ） 

□ シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 


I アクティブへツドレスト 



背わたれに強い衝撃を受けると、 
フ□ント席乗員のむち打ちの症状 
を軽減させるためにへッドレスト 
び少し前方上側に動さます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■アクティブへッドレストについて 

背ちたれに弱い衝撃を受けてわへッドレストび動く場合びありますび、故障で 
はありません。 


A 警告 

■シー ト調整について 

•シートび 秉員や荷物に当たらないようにを意してください。 

•背ち たれは必要上に倒さないでください。 

事故のときに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•マニュアル シート装着車は、シート調整後はシートびきちんと固定されている 
ことを確認してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

セカンドシート 


►6 人乗り車 



且リクライニング調整 
► 5人乗り車- 7人乗り車 



n 前後位置調整 
曰リクライニング調整 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[サードシートへの 乗り降り（己人乗り車を除く) 

リクライニングレバーを引く 
背ちたれび前に倒れて、シートを前ち 
に移動させることびでさます。 


A 警告 

■ リクライニング調整について 

•背 もたれは必要上に倒さないでください。 

事故のときに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•シー ト調整後はシートびきちんと固定されていることを確認してください。 

■ヴー ドシートへの柔り降りについて 

ヴードシートへ乗り降りしたあとは、必ずセカンドシートを固定させてくださ 
い。 


水迂 鳥、 

■ヴー ドシートへの柔り降りについて 

可動部や結合部に手や足などを挟まないようにを意して<ださい。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 



n 上げる 
且下げる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
なびら操作します。 


且取りはずし 

解除ボタンを押しなびら取りはず 
します。 


□知識 

■ヘッドレストの高さについて（フ□ントシート) 



必ずへッドレストの中必び両耳の一番上の 
迈りになるよう調整してください。 


■セカンドシート、ヴードシート*のへッドレストの使用について 

使用するとさは、常に格納位置から上げた位置にしてください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

じ I 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
•へッ ドレストを正しい位置に調整する 
•へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シートアレンジ 


シートは犬況に応じて次のようなアレンジを行うことびできます。そ 


れぞれの説明ページを読んでか5行ってください。 

■ シートの格納 

♦ ヴードシート*の格納のしかた （^ P . 55) 


BT01 305008 

♦ セカンドシートとヴードシート*の格納のしかた 

UP . 57) 


BT01 305009 

■ フラットシート 

斗.己9 




BT01 305010 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


サードシートの格納のしかた （5 人秉り車を除く） 


四車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。 



ヴードシート左ち席シートベルト 
をシートベルトクリップに挟む。 


回ヴードシートのへッドレストを一番下まで下げる。 （^ P . 52) 
へッドレストを一番下まで下げないと、シートを格納して使用しているとさ 
に、ヘッドレストびちれる場合びあります。 



ヴードシート背ちたれの5しろ側 
にあるレバーを引き、シートクッ 
シヨンを格納する。 


シートクッションび格納されたあ 
と、レバーを引をなびら背わたれ 
を前方に倒す。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ ヴードシートをちとにらどずとさは 




シートクッションを固定する。 
n シートクッションを前方に引き 
出します。 

曰シートクッション前側を押さ 
え、シートを固定します。 


□知識 

■ヴードシートを格納するとさは 

ヴードシートを格納するときは、バックドア側から操作してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


セカンドシートとヴードシート*の格納のしかた 


四車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。 

E ヴードシートを格納する。 （^ P . 己 5) 

セカンドシート左ち席シートベル 
卜をシートベルトクリップに挟 
む。 



手順 EI 


セカンドシートのへッドレストを FF 車（前輪駆動車）は一番下 
まで下げる。 4 WD 車 （4 輪駆動車）はヘッドレストを取りはず 
す。 UP . 52) 

へッドレストを一番下まで下げる、またははずさないとシートを格納して使 
用しているときに、へッドレストび巧れる場合びあります。 

互セカンドシートを一番うしろに移動させる。 （^ P . 50) 

シートクッシヨン後端のシート 
□ック解除べルトを前方へ引く。 

シートクッシヨンの□ックを解除し、 
クッションの前端を上げます。 



ソー トク ツソ ヨンを 刖方に引を起 
こす。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



背わたれを前方に倒す。 

U クライニングレバーを前方に引さ、 
背ちたれを前ちに倒します。 


手順 


哥6人乗り車はセカンドシートコンソールボックスのフタを開く 
(^ P . 1 97) 


■ セカンドシートをちとにらどずとさは 



背わたれを起こし、固定する。 



シートクッションを固定する。 

n シートクッション後部を背わた 
れの下端に差し込みます。 

曰シートクッション前側を押さ 
え、シートを固定します。 

シートベルト、バックルびシートクッ 
ションの下に挟み込まれないよラに 
してください。 

シートクッシヨンの後部を持ち上げ、 
確実に固定されていることを確認し 
てください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


フラツトシートのしかた 


手順 


手順 


手順 


手順 EI 


手順 


で車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。 

回セカンドシートを一番うしろまで移動させる。 (^ P . 50) 

回フ□ントシートのヘッドレストをはずす。 （^ P . 52) 

フ□ントシートを一番前まで移動させる。 UP . 47) 

可フ□ントシートの背もたれを後方いっぱいまで倒す。 （^ P . 47) 



セカンドシートとのすさ間びな< 
なるようにシートを移動させる。 
(^ P . 47) 


A 警告 


■シート アレンジについて 

じ I 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•必ず 平坦な場所でシフトレノ く一を P に入れて、ノてーキングブレーキを確実にか 
けて < ださい。 

•走行 中はシートアレンジ操作をしないでください。 

•シート アレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されているこ 
とを確認してください。 

•シートの 間にシートベルト、バックルび挟みこまれていないか確認してくださ 
し、 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シートの 格納について 

•セ カンドシートを格納した状態で、ヴードシート*に人を乗せて走行しないで 
<ださい。 

•ラ ゲージスペースに人を柔せて走行しないでください。 

•シー トベルトび背もたれや、シートクッションに挟まれていないことを確認し 
て < ださい。 

•ヴー ドシート*を格納したあとで、背もたれのみを引さ起こして座らないでく 
ださい。 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。 


A 迂点 

■シート アレンジについて 

•操作を するとさに、可動部や結合部に手や足などを挟まないようにを意してく 
ださい。 

•シー トに人び乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 

■シートの 格納について 

•シー トを格納するとさは、格納部に物びないことを確認してから行ってください。 

•シー トベルトのバックルをバンドからはずさないでください。（日人乗り ’7人 
柔り車） 

♦シート クッシヨンを前方へ弓 I き起こしたときは、シートクッシヨンの±台部分 
に秉らないでください。 

■フ ラットシートについて 

•背 もたれをちどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
てください。（フ□ントマニュアルシート） 

•フラットに した状態でシートの上を走りまわらないでください。またシートの 
上を移動するとさは、シートの中央を踏んでゆつくり移動してください。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ク —トペルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してくださ 
い。 

■正しく着用ずるには 

♦ 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでき 
るだけ低い位置に密着させる 

•背わたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

♦ ねじれび無いようにする 
n 固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ます。 

且解除 

解除ボタンを押します。 


■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 下げる 
且上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして < ださい。 




■着け方、はずし方 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I シートベルトプリテンシ ヨナー （フ□ント席) 



前方から強い衝突を受けたとさ、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保します。 


前ちからの衝撃び弱いとさや、横やラ 
しろからの衝撃、横転のとさは通常は 
作動しません。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったときベルトび□ックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引き出しても□ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことびできま 
す。 

■ 妊娠中の女性や疾患のある方の場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。 (^ P . 61) 

妊娠中のちも、通常の着用のしかたと同じ 
ように、腰部ベルトび腰骨のできるだけ低 
し M な置にかかるようにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふ<らみを避けて 
胸部にかかるように着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとさなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 


■疾患のある方の場合 

医師にを意事項を確認の上、正しく着用してください。 

■お子さまのシートベルトの使い方 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

•シートベルトび正しい位置で着用できないルさなおテさまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、 (^ P . 90) 

•シートベルトび正しい位置で着用でさるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。 (^ P . 61) 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ シー トベルトプリテンシヨナ ーにつ いて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉突さ衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でわ一度作動したあとは、その後の衝突では作動しま 
せん。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、次のことを必ずお守り <ださい。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■ シートベルトの着用について 

•車に 秉るときは全員びシートベルトを着用する 
♦シー トベルトを正しく着用する 

•シー トベルトは一つにつさ一人で使用する 
おテさまでわ一つのベルトを複数の人で使用しない 

•お テさまはセカンドシート、またはヴードシート*に座らせてシートベルトを 
着用させる 

•シー トは必要上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

•腰部 ベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させ着用する 

■お 子さまを秉せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻き付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八ヴ S 
などでシートベルトを切断してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

•ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
うにしてください。 

•シー トベルトび損傷したときはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

•プレー トびバックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。うまく差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

•もし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でも、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

•プ U テンシヨナー付シートベルトの取りつけ、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店外でしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告打び点打します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運輯しやずいように調整できまず。 



_ L \ 一丄 

BT013AQ003 



八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る。 


レバーを下げたまま、八ンドル 
を前後上下に動かし、適切な位 
置にする 

位置び決定したら、レバーを上げ、 
八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につながるような事故になるおそれびあります。 

■八ン ドル位置を調整したあとは 

八ン R レび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につながるおそれ 
びあります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減少 
(防に）でさます。（手動防にタイプ装着車） 

n 通常使用状態 
曰防眩状態 



自動 （ AUTO ) モードにしておくと、センサーび後続車のライトを感 
知し、自動で反射光を減少させまず。（自動防にタイプ装着車） 

n 自動モードの切り替え 

自動モードのとさはインジケー 
ターび点打します。 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチをイグニッシヨン ON モー 
ドにしたとさは、ミラーは常に自 
動モードになっています。 



上下調整のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整する。 

(手動防眩タイプ装着車） 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 


■センサーの誤作動防止（自動防にタイプ装着車) 



センサーの誤作動を防ぐため、センサーに 
触れたりセンサーを覆ったりしないで<だ 
さい。 


A 警告 


■運転中の警告 

運転中はミラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧一 


" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサリーモードまた 
はイグニッシヨン ON モードのとき、スイッチで鏡面の角度調整をし 
まず。 

S ラーを 選ぶ 
DL : 左 
且 R :ち 

スイッチを操作して S ラーを上 
下左ち方向に調整する 

且上 
Q 下 
且左 
且ち 


[ドアミラーを格納ずるときは 


ボタンを押してドアミラーを格納 
する。 

ちラー度押すと、ちとの位置にちどり 
ます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 


■ミラーび量ったときは（ミラーヒーター装着車） 

ミラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびできます。 (^ P . 186) 

■レインクリアリングミラー* 

鏡面に付着した水滴を膜状に広げる親水効果を持つコーティングを施してお 
り、雨天時における後ち視認性を向上させます。 

鏡面に巧れなどび付着すると親水効果は一時的に低下しますび、太陽光をあて 
ることにより付着した巧れを化学的に分解し、親水効果を徐々に回復させる機 
能も持っています。 

♦次のような場合、親水効果び低下しますび、晴天時に] -2 日間太陽光をあ 
てることで親水効果は徐々に回復します。親水効果を早く回復させたいとさ 
は回復作業 (^ P . 223) を行ってください。 

-鏡面に、巧れや異物び付着したり、素手で而れたり清潔でない巧で而いた 
とさ 

-洗車により鏡面に洗剤やワックスび付着したとさ 
-地下、屋内駐車場などの曰のあたらない場所に長時間駐車したとさ 
♦次のような場合、親水効果び回復でさなくなります。十分を意して<ださい。 

-鏡面にシ U コーン入りのカーメンテナンス商品び付着したとさ 
-鏡面に傷を付けたとさ 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中は iu 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあります。 

ラーの調整をしない 
参 ミラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の S ラーを復帰して、正し<調整する 

■ミラー ヒーターび作動しているときは 

鏡面び熱<なるので触れないで<ださい。 


水迂 意、 

■レイン クリアリングミラーの取り扱いについて* 

•ミラーび 凍結したときは、温水をかけるか、ミラーヒーターを作動させる（ミ 
ラーヒーター装着車のみ）などして解氷してください。 

親水膜の効果を持続させるため、 S ラー鏡面の凍結部分はプラスチックの板な 
どで削り落とさないでください。 

•シ U コーン入りの撥水剤や油膜取り剤、ワックス、その他のカーメンテナンス 
商品を使用する場合は、鏡面に付着させないよう十分を意してください。 

•砂の 付いた巧、油膜取り剤、研磨剤など、鏡面を傷付けるものでこすらないで 
<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさます。 



□ 閉める 
旦自動全開^ 

且開ける 
Q 自動全開 ‘X 

^途中で停止するとさは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


[□ックスイッチ 



スイッチを押して運転席外のド 
アガラスを作動不可にする 

おテさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でさます。 


□知識 
■作動条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF 後の作動 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF に 
した後でち、約4日秒間ドアガラスを開閉でさます。ただし、その間に運転席 
ドアを開閉すると作動しなくなります。 
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1-4. ドアガラスの開けち、閉め方 


■挟み込み防止機能 


ドアガラスを閉めているときに、窓枠とドアガラスの間に異物び挟まると、作 
動び停止し、少し開さます。また、故障などで挟み込み防止機能び作動してし 
まい、ドアガラスを自動で閉めることびでさないとさは、スイッチを引さ続け 
る（約]日秒じ I 上）と閉めることびできます。 

■パワーウインドウを閉めることびできないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびできな 
いとさは、閉めることびでさないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行ってください。 

♦車を停止し、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン日 N 
モードの状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引き続 
けることでドアガラスを閉めることびでさます。 


•上記の操作を行ってもドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を次の手順で実施して < ださい。 


手順 


のパワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、 
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを目秒間引き続ける 


ドアガ 


手順 


u パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、 
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける 


ドアガ 


手順 


回再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引き続け、 


ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間弓 I さ続ける 
ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 

上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 






1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉するとさは 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•ドア ガラスを開閉するとさは、秉員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻さ込んだり 
しないようにしてください。特におテさ 
まへは手などを出さないよう声かけをし 
て < ださい。 

•お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻き込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■挟み込み 防止機能 

•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 



A 迂点 

■ ドアガラスを開閉するとさは 

じ I 下のことをお守りください。 

♦運転席 スイッチと他のドアのスイッチを同時に逆ち向に動かさない 
• ドアガラスの全開、全開後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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1- 日.給油のしかた 

給油□の開け方 


1 U 下の手順で給油□を開けてください。 

■給油ずる前に 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にして、ドアと 
窓を閉めてください。 

■給油□の開け方 



手順 


キャップを八ンガーにかける 

























1-5. 給油のしかた 


(，給油□のキヤップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びする 
まで回して閉めます。 

手を離すと、キャップび逆ち向に少し 
ちどります。 


曰知識 


■燃料の種類 

2 AZ - FE エンジン車：無鉛レギュラーガソ U ン 

2 GR - FE エンジン車：無鉛プレミアムガソ U ン（無鉛八イオク） 

無鉛レギュラーガソ U ンをお使いになることもでさま 
す。その場合エンジン本来の性能を発揮でさません。 

■燃料タンク容量 

約6日 L 
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1-5. 給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給油前には下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•車体な どの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による乂花で燃料に弓 I 乂するおそれびあります。 

•キャップを ゆるめたときに、"シュー"という音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとき、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとさ、給油□から燃料び吹さ返してけびをす 
るおそれびあります。 

•給油 □に、静電気を除去していない人を近づけない 

•気化した 燃料を吸わないようにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものもあります。 

参 喫煙しない 

引乂して乂災を弓 I さ起こすおそれびあります。 

•車内に もどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■ 給油時のま意 

•給油を するとさは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かし 
て継ぎ足し給油を行うと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合び 
あります。 

•そのほか、 ガソ U ンスタンド内に掲示されている注意事項を守ってください。 
正常に給油できない場合は、スタンドの店員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正！;(外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂災などを引さ起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



77 





1-5. 給油のしかた 


A 迂点 

■給油す るとさは 

指定外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、軽油、打油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

下のような状態になるおそれびあります。 

♦ エンジンの始動性び悪< なる 

♦ノッキングび 発生する 

•エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

•燃料 系部品び損傷する 

•塗装び 損傷する 
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1-6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキー似外で 
はエンジンを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 



"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にすると、シス 
テムの作動を知らせるためにイ 
ンジケーターび点滅します。 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ IJ ーモードまたはイグ 
ニッシヨン日 N モードにするとシ 
ステムび解除され、インジケー 
ターび消打します。 


□知識 


■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとき 

♦キーび金属製のものに接したり、覆われているとさ 

♦キーび他の車両のセキュ U テイシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとさ 


八 注意 


■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

正しい運巧姿勢 


1 U 下の条件にあった正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背もたれから 
背を離さない P . 47) 

旦シートをペダルび十分に踏み 
込めるようなシート位置にす 
る P . 47) 

且各装置び操作しやすい背わた 
れの角度にする 

□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くような八ンドルの 
位置にする P . 66) 
且へッドレストの中央び耳の後 
方になる P . 52) 

回シートベルトび正しく着用で 
さる P . 61) 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

•走行 中は運転席の調整をしないでください。 

運転を誤るおそれびあり危険です。 

•背ち たれと背の間にクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびあり危険です。 

•フ □ントシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。また、調整機構の故障の原因 
になります。 

■シートを 調整するときは 

• 同乗者びシートに当たってけがをしないように注意してください。 

•シートの 下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けがをするおそれびあり危険です。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび身体を拘束する働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



►フ□ント SRS エアバッグ 

□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転ちと助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ 
且 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

且 SRS カーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席とセカンドシート、ヴードシート*外側席乗員のおも 
に頭部への衝撃を緩和） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




1-7. 安全にお使いいただくために 


□知識 

■ SRS エアバッグび展開すると 

• SRS エアバッグとの接触により、打撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音ととちに白いガスび発生します。 

♦フ□ント席、フ□ントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）わ数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものも熱く 
なります。 

•フ□ントウィンドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動するとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値(移動も変形ちしない固定 
された壁に、約2日〜3日 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のような衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐり込むような衝突（例えば、車両前部びちぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷さになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあります。 

■ SRS エアバッグび作動するとき 

(SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約].日 t の車両び、約2日〜3日 k m / h の速度で客室へ直角に衝突し 
た場合の衝撃の強さに相当する値）1；(上の場合に作動します。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


□知識 


■衝突 m 外で作動するとき 

下のような状況で、車両下部に強い衝撃を受けたときわ、フ□ント SRS エア 
バッグび作動する場合びあります。 



•縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとさ 

♦深い穴や溝に落ちたり、乗り越えたとさ 

•ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとさ 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フ□ント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、または低速での前 
ちからの衝撃で作動するようには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前方への減速を十分に引き起こす場合には、フ□ント SRS エアバッグび作動 
することびあります。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 
(SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分外の側面に衝撃を受けたとさには、 
SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあります。 

♦ 客室部分外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS カーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちからの衝撃、横転、または低 
速での側面からの衝撃では、通常は作動しません。 

•前方からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

下のような場合には、できるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
•いずれかの SRS エアバッグび店\くらんだとさ 

•フ□ント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とき、または破損•変形などびあるとき 


♦ SRS サイドエアバッグと SRS カーテン 
シールドエアバッグは而くらまなかった 
び、事故でドア部分び衝突したとさ、ま 
たは破損-変形などびあるとさ 


•八ンドルのパッド部分や助手席 SRS エア 
バッグび内蔵されている付近のダッシュ 
ボードび傷ついたり、ひび割れたり、そ 
の他の損傷を受けたとさ 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷ついたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

♦ SRS カーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフ□ント- U ヤ ピラー 部、ルー 
フサイド部び、傷ついたり、ひび割れた 
り、その他の損傷を受けたとさ 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

必ず!;(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

•運転ち と乗員全てびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのちのです。 

•助手席 SRS エアバッグち強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。乗員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合は特に危険です。シートの背ちたれを調整して、シートをで 
きるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

•お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
テさまびルさくてシートベルトび使えないときは、チヤイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おテさまは U ヤ席に秉せ、チヤイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。 (^ P . 100) 

•シートの 縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


•お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

•運転者 および助手席柔員は、ひざの上に 
何ち持たない。 







87 















1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 



• ドアやフ□ント•サイド- U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ寄りかからない。 


•助手席 や、外側 U ヤシートでドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない。 


♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部 
などには何ち取りつけたり、置いたりし 
ない。 


• ドア、フ□ントガラス、サイドガラス、フ 
□ントおよび U ヤピラー、ルーフサイド 
レール、アシストグ U ップなどには何も 
取りつけない。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆うようなシートアクセヴ U —を使 
用しないで < ださい。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグび店\くらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだ後にもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドアガ 
ラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出てください。皮膚の炎 
症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフ□ントピラーガーニッ 
シュ部に傷びついていたり、ひび割れびあるとさはそのまま使用せず、トヨタ 
販売店で交換してください。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、 LU 下の改造-廃棄をしないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取りつけ-分解-修理 

•八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フ□ント-センター- U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修理、取りはず 
し、改造 

•フ □ントフエンダー、フ□ントバンパー、車内側面部の修理、改造 

•グ U ルガード（ブルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取りつけ 

•サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取りつけ 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


I知っておいていたださたいこと 


♦ 車の仕様やおテさまの年齢や体格に合わせて、適切なテ供専用シート 
をお選びください。 

♦ 子供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのテ 
供専用シートに付属する取り扱い説明書をお読み<ださい。 

♦ この車は2006年] 0月]曰施行の保安基準に適合した IS 日 FIX 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備しています。 


■子供専用シートの適合性一覧表について 


■質量グループについて 

ECE R44 ^の基準に適合するテ供専用シートはおテさまの体重により 
次の日種類に分類されます。 

グループ0 : ] 0kg まで 

グループ0+ : 13k 呂まで 

グループI : 9〜 18 k 呂 

グループ n : ] 日〜 25 kg 

グループ m : 22〜 36 kg 

この本では代表的な次の3種類のテ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

子供専用シートに表示される分類記号と、それにとわなう取りつけ器具 
の記号になります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


►ベ ビーシート 



ECE R 44 基準のグループ 0、0+ 
に相当 



ECE R 44 基準のグループ0^ 
に相当 



ECE R 44 基準のグループ日 、 m 
に相当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[シー ト位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取りつけ) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

セカンドシート 

ヴードシー h 
(己人乗り車を 
除く） 

6 人乗り車 

己人秉り車 
• 7 人乗り車 

助手席 

左ち席 

左ち席 

中央席 

左ち席 

0 

(1 日 k 旨まで） 

X 

U 

L 

U 


が 

(13kg まで） 

X 

U 

L 

U 

し※ 

I 

(9 〜] 8kg) 

前向さ UF 

う しろ向さ X 

U 

L 

U 


n 

(15 〜 S5kg) 

UF 

U 

し※ 

U 


in 

(22 〜 36kg) 

UF 

U 

し※ 

U 



♦ 上表に記入する文字の説明 

※：テ供専用シートを取りつける際は、へッドレストをはずしてください。 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U —のテ供専 
用シートに適しています。 

UF ： この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U - の前向さ 
テ供専用シートに適しています。 

L :テ供専用シートの U ストに示す特定のテ供専用シートに適しています。 

( U ストに記載びあれば「特定自動車」、「限定」、「準ミ凡用」カテゴ IJ - の子供専用 
シートにち適しています。） 

X :テ供専用シートを取りつけることはでさません。 

テ供専用シートの装着に際してはテ供専用シートの取扱い説明書ちご確認ください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


I 子供専用シートのリスト 

► セカンドシート 


►サードシート （5 人乗り車を除く) 


質量 グループ 

テ供専用シート 

カテゴ U — 

0 (1 日 kg まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO tether 

ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO tether 

ミ凡用 

I (9 〜] 8 kg ) 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

ミ凡用 

口 （1 己〜2己 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ凡用 

n (22 〜 36 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ凡用 


質量 グループ 

テ供専用シート 

カテゴ U — 

0 (1 日 kg まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO BABY 

ミ凡用 

0 (1 日 ks まで） 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO BABY 

ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

ミ凡用 

I (9 〜] 8 kg ) 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

ミ凡用 

口 （1 己〜2已 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ凡用 

n (22 〜 36 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ凡用 



93 
























1-7. 安全にお使いいただくために 


I シート 位置別子供専用 シートの 適合性 一覧表 
asoFix 対応 トップテザーアンカーでの取りつけ) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 IS 日 FIX 位置 

セカンドシート左ち席 

キャ U コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(1 日 te まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

が 

(13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

IL 

C 

IS 0/ R 3 

IL 

I 

(9 〜] 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

IL 

C 

IS 0/ R 3 

IL 

B 

IS 0/ F 2 

IUF 

巨] 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

n 

(22 〜 36 kg ) 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のないテ供専用シートの各シート位置での ISOFIX 対 
応テ供専用シート固定機構の取り扱いについては、テ供専用シート製造業者または 
販売業者にご相談 < ださい。 

IUF : この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U —のに日円 X 
対応の前向さテ供専用シートに適しています。 

IL : IS 日円 X テ供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、又は「準ミ凡用」力 
テコ ' U —のテ供専用シートに適しています。 

X : ISOFIX テ供専用シートを取りつけることはできません。 

テ供専用シートの装着に際してはテ供専用シートの取扱い説明書ちご確認ください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[ iSOFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

ISOFIX テ供専用シート 

カテゴ U — 

0 (1 日 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準ミ凡用 


表に記載されていないテ供専用シートを使用する場合は、テ供専用シート製造業者また 
は販売業ち にご 相談 < ださい。 


□知識 

■ ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それ！; I 外のも 
のを使用することはでさません。 

■子供専用シートの選択、使用について 

•おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、または 
販売業者にご相談ください。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用できるようになるまでは、おテさ 
まに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大さく、テ供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」 (^ P . 92) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したものを選択してください。 


■ ECE R44 適合の ISOFIX 対応子供専用シートの選択について 


「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」 (^ P . 92) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 


手順 


田おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び] 2 kg の場合、質量グループは「0+」になります。 


(例 2) :体重び]己 k 呂の場合、質量グループは「 I 」になります。 


[2] サイズ等級を選択する 

m ; でで確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。^ 


(例 1) :質量グループび「0+」の場合、サイズ等級はに」 • の」 • 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 •旧」•旧1」 • 
に」 • の」び該当します。 

^ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両 ISOFIX 位置」に 
「 X 」と記載されているちのは選択でさません。また、 riu と記載され 
ている場合は、 「ISOFIX テ供専用シートの U スト」 （^ P . 9己）で指定 
されている製品を使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 





ふ 


% 


テ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
次に示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。^ 

^表示されている位置-記号などは、商品に 
より異なります。 


nisoFix 対応テ供専用シートであること 
を:^す表:^ 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

且ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可7—ク 

UNIVERSAL はミ凡用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるおテさ 
まの体重の範囲び記載されています。 


且トップ テヴー (^ P . 100)を示す マーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■に OFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向き幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 

BMS 0/ F 2 X 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のちの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向さ幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

小型後向き幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向さ位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


■助手席に子供専用シートを取りつけるとき 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取りつける場合には、助手席シートを 
下のように調整し、テ供専用シートを前向さに取りつけてください。 

♦背わたれを直立状態にする 
•シートをいちばんうしろに下げる 

•シートベルトの高さをいちばん低い位置 
まで下げる 


■キヤリコットについて 

キヤ U コットは横向きに取りつけることのできるベビーシートのことです。詳 
しくはテ供専用シート製造業者または販売業者にお尋ねください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

•テ 供専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取り 
つけた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

•テ 供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
荷室内に収納し、しっかり固定しておいてください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

チヤイルドシートの取りつけ 


シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのち全のために、チャ 
イルドシートはセカンドシート、またはヴードシート*に取りつけて 
<ださい。 

取りつけ方法は、必ず商品付属の取扱説明書にしたびってください。 




シートベルトによる取りつけ 
(セカンドシートベルト） 


nIS 日 FIX 対応チャイルドシー 
卜固定専用バー 
セカンドシートの外側の座席に装 
倫されています。（固定専用バーび 
装備されていることを示すタグび 
シートについています。） 

且トップテヴーアンカー 

テヴーべルトを固定するとさに使 
います。 

トップテヴーアンカーはセカンド 
シートの外側の座席に装備されて 
います。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[シートベルトで 固定する 





リクライニングレバーを弓 I きなび 
ら、背わたれを一度前方に倒す。背 
わたれを立てて]段目の固定位置 
で固定する D 


へッドレストを一番上まで上げ 
る。 


チャイルドシートにシートベルト 
を取りつけ、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びするまで差し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
うにする。 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
従い、シートベルトをチヤイルドシー 
卜にしっかりと固定させてください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


チャイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用して固定する。 

□ッキングク IJ ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、（□ッキングク U ップ品番： 

731 19-22010) 

取りつけ後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカーで固定する 






BTO 1705049 



BT0170 日 050 


へッドレストを一番上まで上げ 
る。 


固定専用バーの位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
つける。 

固定専用バーは、シートクッションと 
背ちたれの間にあります。 

チヤイルドシートの取りつけ金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
りつけます。 

取りつけち法は、それぞれの商品付属 
の取扱説明書にしたびってください。 


リクライニング レバーを 引き、背 
わたれの角度を調整する。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 




トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める。 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認しま 
す。 


取りつけたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に取りつけられ 
ていることを確認する。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルドシート について 

•事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大さ 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。おテさ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフ□ントガラスや秉員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

•お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取りつけてください。 

•たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フ□ントピラー、 
ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれかけないよ 
うにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変危険であり、重 
大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•チャイルドシートに よっては、取りつけびでさない、または取りつけび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱書をよくお読みのうえ、 
確実に取りつけ、使用方法を守ってください。使用ち法を誤ったり、確実に固 
定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを取りつけるときは 

•お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻き付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

•シー トベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

•チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているかを確認してく 
ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取りつけるときは 



♦運転席と チヤイルドシートび干渉し、 
チヤイルドシートび正しく取りつけられ 
ない場合は、助手席側のセカンドシート 
に取りつけてください。 



•助手席には チヤイルドシートをうしろ向きに取りつけないでください。 

うしろ向さに取りつけていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとさ、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせてご 
覧ください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取りつけるときは 

•やむ を得ず助手席に前向さにチャイルド 
シートを取りつける場合には、助手席 
シートを一番うしろに下げて取りつけて 
<ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

•ジュニア シートを使用している場合は、肩部ベルトび常におテさまの肩の中必 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあり危険です。 

• ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとさは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 


水 迂 fe 、 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとさはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
び破損するおそれびあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 
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運拓ずるとをに 2 
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運転にあたって . 110 

エンジン（イグニッション） 

スイッチ . 119 

オート7チック 

トランスミッション . 123 

方向指示レバー . 129 

パーキングブレーキ . 130 

ホーン（警音器） . 131 

2-2. メーターの 見方 

計器類 . 132 

表示打/警告打 . 135 

マルチインフォメーション 
ディスプレイ . 138 

2-3. ライトのつけ方.ワイパーの 
使い方 

ライトスイッチ . 141 

フ□ントフォグライト 
スイッチ . 145 

ワイパー&ウォッシャー 

(フ□ント） . 146 

ワイパー&ウォッシャー 

(IJ ヤ） . 148 


2-4. その他の走行装置の使い方 


4 WD オートモード 

スイッチ . 150 

クルーズコント□-ル . 151 

ク U アランスソナー . 155 

運転を補助する装置 . 162 

ヒルスタートアシスト 
コント□ール . 167 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとさの注意 . 169 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


ち全運乾を/こ、びけて、下の手順で走行ください。 


■エンジンをかけるレ P . 1 10) 


■発進する 

HHII ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にする。 

(^P. 1 23) 


1手順 i 


互パーキンクブレーキを解除する。 


(^P. 1 30) 


手順 


団ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 


くり踏み発進する。 


■停車ずる 

IfeJM1 11 シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む。 


手順 


回必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 


長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にする。 

(^P. 1 23) 


駐車ずる 

IMTI シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 


631=12 I ノ くーキンクブレーキをかける。 
お311131 シフトレバーを P にする。 


(^P. 1 30) 
(^P. 1 23) 


坂道の途中で駐車をする場合は必要に応じて、輪止めを使用して<ださ 
い。 


手順 


エンジンスタートストップ 


ジンを止める。 


スイッチを OFF にしてエン 


固圆 I 司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する。 
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2-1 .運転のしかた 


上り坂の発進のしかた 


m パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを□にする。 
アクセルペダルをゆつくり踏む。 

回車び動を出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発 
進する。 


□知識 


■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

ヒルスタートアシストコント□ールにより、急な上り坂やすべりやすい上り坂 
からの発進を容易に行うことびできます。 (^ P . 167) 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■運転標識の取りつけ 

磁石式の初必者運転標識や高齢者運転標識などをアル S ボデー部に取りつける 
ことはでさません。 

■ 環境に配慮した運転をするには 



エコドライブインジケーターび点打すると 
0〇2 (こ酸化炭素）排出量の少ない運転を 
していることをお知らせします。必要じ(上 
にアクセルペダルを踏むと消灯します 。 （D 
で走行時） 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進 するときは 

エンジンびかかったまま停車しているときは、常にブレーキペダルを踏んでい 
てください。ク U —プ現象で車び動さ出すのを防ぎます。 

■運転 するときは 

•踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するときは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にできるよう注意してください。 

. 車を少し移動させるときも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

-ブレーキペダルはち足で操作してください。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
•燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで < ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近 < にあると乂災になるおそれびあ 
り危険です。 

•シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、ブレーキの効さび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

•車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあり危険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて < ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびできなくな 
るおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転す るとさは 

•車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス S ッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでさなくな 
るおそれびあります。 

•車両び 後退しているあいだは、 シフ トレバーを D に入れないでください。 
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールびでさなくな 
るおそれびあります。 

•走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かなくなります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止しても八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないような緊急時は、 P . 3] 己 
を参照してください。 

•急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。 (^ P . 12己） 

•坂道で 止まるとさは、前後に動さ出して事故にっなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

•八ン ドル、シート、ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでください。 
運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあり危険 
です。 

•重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、全ての同乗者び頭や手、その他の体の 
一部を車から出さないようにしてください。 

•オフ □ード走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ー ドを走行するとさは、慎重に運転してください。 

•渡 巧などの水中走行はしないでください。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面を運転するときは 

•急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

•シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につながるおそれびあり 
危険です。 

•水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効さび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気をつけてください。 

シフトレバーび P または N じ(外にあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。 

■停車 するときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N じ(外にあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

•長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どうしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認してくだ 
さい。 

•車び 動さ出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキペダル 
を踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

•坂道で 停車するとさは、前後に動さ出して事故につなびるのを防ぐため、常にブ 
レーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車 するときは 

•炎天下では、 メガネ、スプレー吿や炭酸飲料の吿などを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、じ I 下のようなことび起こるおそれびあり危険 
です。 

-スプレー吿からガスび漏れたり、出乂する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の吿び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

•ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグ□ーブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、乂災につなびる 
おそれびあり危険です。 

•ウインドウ ガラスなどには吸盤を貼りつけないでください。また、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださい。 
吸盤や容器びレンズの働さをして、車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働さをして乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

•エンジン 回転中または停止直後はマフラーに触れないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

•降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 ( C 0) び含まれているため、排気ガ 
スを吸い込むと重大な健康障害や死亡に至るおそれびあり危険です。 

•排気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死亡に 
至るおそれびあり危険です。 

•排気管は ときどき点検してください。排気管の腐食などによる穴や亀裂、および 
継ぎ手部の損傷、また、排気管の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売店で 
点検整備を受けてください。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入し、重大 
な健康障害や死亡にいたるおそれびあり危険です。 

■仮眠 するときは 

必ずエンジンを停止して<ださい。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生するおそ 
れびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車内に侵入し、 
重大な健康障害や死亡に至るおそれびあり危険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

•万ー エンジンの停止などによりブレーキ倍力装置び機能しないときは、他の車に 
近づいたりしないで<ださい。また、下り坂や急カーブを避けて<ださい。 
この場合ブレーキは作動しますび、通常よりも強く踏む必要びあります。また制 
動距離ち長 < なります。 

•万ーエンジンび 停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。 
ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

•ブレーキ システムはこつの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シス 
テムび故障しても、わう一方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通常よ 
り強<踏む必要びあり、制動距離び長<なります。一方のブレーキシステムしか 
作動していない状態で走行しないでください。直ちにブレーキの修理を受けてく 
ださい。 

■万一 脱輪したときは （4 WD オートモード作動時） 

いずれかのタイヤび宙に浮いているとさは、むやみに空転させないでください。駆 
動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂点 
■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
し、運転中、アクセルペダルを踏んでいるときにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあります。 

•坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車 するときは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動さ出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいに回した 
状態を長 < 続けないで < ださい。 

•ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとさは、でさる 
だけゆっくり走イ5してください。 

■継続的に ブレーキ付近か5警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 
必要なとさにパッドの交換び行われないと、□ーターの損傷につながる場合びあり 
ます。 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗してい 
きます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を弓 I き起こすばかりでなく、事故につ 
なびるおそれびあります。 

■走行 中にタイヤびパンクした5 

じ(下のようなときはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。 (^ P . 291) 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂点 

■冠 水路走行に関するま意 

大雨などで冠水した道路では、下のような重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

•エンスト する 

•電装 品びショートする 

•水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、 冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったときは必ずトヨタ販売 
店で！;1下の点検をしてください。 

•ブレーキの 効さ具合 

•エンジン、 トランスアクスル、トランスファ ー(4 VVD 車）、デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

•プ □ペラシャフト （4 VVD 車)、各ベア U ング、各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 


電子キーを携帯して 1 U 下の操作を行うことで、エンジンの始動または 
モードを切り替えることびできます。 

■"エンジンスタートストップ"スイッチのモード切り替え 

ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を押すと、モードを切り替えることびでさます。（スイッチを押すご 
とにモードび切り替わります。） 



□ OFF 

シフトレバーび P じ(外のとさは 
日 FF になりません。 

曰アクセヴ U —モード 

アクセサ U —ソケットなどの電装 
品び使用でさます。 

スイッチ上のインジケーターび憧 
色に点打します。 

且イグニツシヨン ON モード 
全ての電装品び使用でさます。 

スイッチ上のインジケーターび憧 
色に点打します。 


■ エンジンのかけ方 

国画でパーキングブレーキびかかっていることを確認する。 

シフトレノ く一び P の位置にあることを確認する。 

Bmm 31ブレーキぺ夕 ' j レをしっかり踏む。 

スイッチ上のインジケーターび緑に点打します。 

緑に点打していないとエンジンは始動しません。 

互"エンジンスタートストップ"スイッチを押す。 

完全にエンジンび始動するまでブレーキペダルを踏み続けてください。 
どのモードからでちエンジンを始動でさます。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■ ステアリング □ ックを解除するには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ"スイッチを押し 
て < ださい。 

ステア U ング □ ックび解除されていないと 
さは、"エンジンスタートストップ"ス 
イツチのインジケーターび緑色に点滅しま 
す。 


エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(^ P . 79) 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび桓色に点滅した 
とさは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとき]時間じ(上アクセヴ U —モードにしたままにして 
お < と、"エンジンスタートストップ"スイッチび自動で OFF になります。 



■エンジンび始動しないとさは 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■クランキングホールド機能 

エンジン始動操作をしてすぐ手を離すと、エンジンび始動するまでスターター 
の回転を最大2日秒間保持します。 

"エンジンスタートストップ"スイッチを押したままでも、スターターの回転 
は最大で約3日秒間です。約3日秒経過してもエンジンび始動しない場合は、ス 
ターターの回転を停止します。その場合は、ちう一度エンジンの始動操作をし 
て < ださい。 

■電子キーの電池の消耗について 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

^P. 28 

■電子キーの電池の消耗について 
(プッシュボタンスタート装着車） 

峡3已 

■ 電子キーの電池び切れたときは 

-^ P . 260 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に働かないおそれのある犬況 
(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

^ P . 32 

■プッシュボタンスタートび正常に働かないおそれのある:!犬況 
(プッシュボタンスタート装着車） 

^ P . 37 

■ご留意いただきたいこと（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

^ P . 29 

■ご留意いただきたいこと（プッシュボタンスタート装着車） 

斗. 3己 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを S 台動するとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな 
いでください。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止方法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒じ I 上"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時じ(外は走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチにふ 
れないでください。走行中にエンジンを停止しても八ンドルやブレーキの操作 
は可能ですび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとブレーキの 
操作び困難になるため、安全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してく 
ださい。 


A 迂点 

■バッテリー あびりを防止するために 

エンジンびかかっていないとさは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ U —モードまたはイグニッション ON モードにしたまま長時間放置し 
ないで < ださい。 

■エンジンを S 台動するとさ 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、直ちにエン 
ジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オートマチックトランスミッション 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 

■シフトレバーの動かし方 

► 2 AZ - FE エンジン搭載車 

^ " エンジンスタートス 

トップ"スイッチびイ 
グニッション ON モード 
の状態で、ブレーキぺダ 
ルを踏んだまま操作し 
ます。 



運転するとをに 
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2-1 .運転のしかた 


► 2 GR - FE エンジン搭載車 



BTO 2105008 


^ " エンジンスタートス 

トップ"スイッチびイ 
グニッション ON モード 
の 状態で、 ブレーキ ぺダ 
ルを踏んだまま操作し 
ます。 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

2 AZ - FE エンジン搭載車 

2 GR - FE エンジン搭載車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行^1 

M 

7速スポーツ 
シーケンシャルシフト 
マチックモード走行 
(^ P . 12己） 


S 


S モード走行※2 
(^ P . 1 26) 


i ^ D ポジションを使用することで、その時の走行状況に最適な変速比-ギヤ段 
び自動で選択されます。通常は D ポジションを使用してください。 

S モードはシフトレンジを選択することで、使用するギヤ段の上限を制限し、 
エンジンブレーキカを切り替えたり、高速ギヤ段への不要なシフトアップを 
抑えた走行びでさます。 


7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでのシフト切り替え 


シフトレノ く一を M の位置にして、シフトレノ く一を操作します。 

(2AZ-FE エンジン搭載車） 

n シフトアップ 
且シフトダウン 

シフトレバーを操作するごとに]段 
ずつ変速します。 

] 〜7の間で選択されている変速段 
びメーターに表示されます。 
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2-1 .運転のしかた 


■ S モードでのシフトレンジ切り替え 

シフトレバーを S の位置にして、シフトレバーを操作します。 

(2 GR - FE エンジン搭載車） 

n シフトレンジアップ 
且シフトレンジダウン 

シフトレバーを操作するごとに]レ 
ンジずつ変わります。 

シフトレバーをシフトレンジアップ 
側へ保持すると6レンジに設定され 
ます。 

] 〜6の間で選択されているシフト 
レンジびメーターに表示されます。 

S ポジションへ操作したときの初期シフトレンジは車速に応じて5レン 
ジもしくは4レンジに設定されます。ただし、 D ポジションにて AI - 
SHIFT 制御中はそれにしたびい、初期のシフトレンジび3レンジにな 
る場合びあります。 （^ P . 128) 

■シフトレンジ機能 


シフトレンジ 

機能 

6 

スピードや走行条件に応じて、 ] 速から目速のギヤび自 
動的に変わります。 

己 

スピードや走行条件に応じて、 ] 速から日速のギヤび自 
動的に変わります。 

4 

スピードや走行条件に応じて、 ] 速から4速のギヤび自 
動的に変わります。 

3 

スピードや走行条件に応じて、 ] 速から3速のギヤび自 
動的に変わります。 

2 

スピードや走行条件に応じて、 ] 速から2速のギヤび自 
動的に変わります。 

1 

ギヤび]速に固定されます。 


シフトレンジの数字びルさいちびエンジンブレーキカは大さくなります。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■ 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックに関する自動変速について 
(2AZ-FE エンジン搭載車） 

•エンジン回転数び上びりすざないように自動的に]段シフトアップされま 
す。 

♦エンジン回転数び下がりすざないように自動的に]段シフトダウンされま 
す。 

■ S モードに関する自動変速について （2GR-FE エンジン搭載車） 

•エンジン回転数び上びりすざないように自動的に]レンジずつシフトレンジ 
アップされます。 

♦己レンジじ(下のとき、シフトレバーを "+" 側へ保持すると、6レンジに設 
定されます。 

■シフトダウン制限警告ブザー 

(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード、または S モード走行時） 

安全や走行性能を確保するため、シフト操作には制限びあり、シフトレバーを 
操作してもシフトでさない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび 
行われない場合は警告ブヴーび鳴ります。 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 

■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

-^ P . 303 

■クルーズコント□ールを使って走行しているとき 
(クルーズコント□ール装着車） 

S モード走行時に己または4へシフトダウンしてもエンジンブレーキは効きま 
せん。 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトレバーを M、 または S にしても、シフトポジション•シフトレンジ表示部 
に M、 または S び表示されないときは 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

この場合、シフトレバーを D にしているときと同じ制御になります。 

■ M ポジションで走行中に停車したときは 

(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時） 

♦停車すると自動的に M ] にシフトダウンされます。 

•停止後走行するとさは M ] からの発進となります。 

♦停止後は M ] に固定されます。 

■ NAVI • AI-SHIFT について 

ナビゲーションシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。使 
用ち法は別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧ください。 


■ AI-SHIFT について 


♦ AI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適な変速比- 
ギヤ段切り替えを行います。 

♦ AI - SHIFT は、シフトレバーを D にしているときに自動的に作動します。シフ 
トレバーを M に AZ - FE エンジン搭載車)、または S (2 GR - FE エンジン搭 
載車）にすると、機能び解除されます。 

♦車両び下り坂を走行していると判断したときは、自動的にシフトダウンしエ 
ンジンブレーキびかかることびあるため、エンジン回転数び上昇することび 
あります。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでを意してください。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 


n 左折 
且ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側ち向指示打 
び点滅します。 

Q ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ く一を離すまでち側ち向指示打 
び点滅します。 


□知識 

■作動条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■ 表示なの点滅び異常に速くなったときは 

方向指示灯の電球び切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



パーキングブレーキびかかる^ 
(再度踏み込むと解除される） 
※ち足でブレーキペダルを踏みなび 
ら、左足でパーキングブレーキぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込みま 
す。 


□知識 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

「寒冷時の運転」 (^ P . 171) の記載を参照してください。 

■ ノ ーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

-^ P . 287 


A 警告 

■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効さび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 


八ンドルの周辺部を押 
すとホーンび鳴ります。 


□知識 

■八ンドルの位置を調整した樹ホ 

八ン R レび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。 (^ P . 66) 
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2-2. メーターの見方 

計器類 



□ n □ □ □ 

BT022CB001 

" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン日 N モー 
ドにすると、スピードメーターとタコメーターの針び動き、メーター 
び点なします。 

n タコ メーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

且水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

且燃料計 

燃料残量を示します。 

H スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

且マルチインフォメーシヨンディスプレイ 
^ P . 138 

且表示切り替えボタン 

オドメーター/卜 IJ ップメーター/メーター照度調整表示の切り替えびでさま 
す。また、トリップメーター表示中に長押しすると走行距離び日にちどります。 
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2-2. メーターの 見ち 


H オドメーター、トリップメーター、メーター照度調整表示 
•オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ トリップメーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 IJ ップ A 、 卜 
U ップ目の2種類で使い分けることびでさます。 

♦ メーター照度調整表示 

メーター照度の明るさを調整でさます。 

0 DISP ボタン 

マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイの表示を切り替えます。 


t 表示切り替えボタン 

ボタンを押すごとにじ(下のように切り替わります。 

n オドメーター 
且卜 U ップメーター八※ ] 

B 卜 U ップメーター目※] 

0メーター 照度調整表示^ 2 
《 ] 長押しで日にちどります。 

《2長押しで照度を調整でさます。 


□知識 

■燃料計について 

燃料残量び約 9 L 1 U 下になると、一番下の燃料残量表示部び点滅します。 

■メーター照度の調整について 

車幅打消灯時と点打時それぞれ己段階に明るさのレベルを調整することびでさ 
よ9 〇 
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2-2. メーターの 見方 


■減光について 

周囲び暗いとさに車幅打を点打すると、メーター照明などび減光されます。 
周囲び明るいとさ（昼間など）車幅打を点打してち、メータ照明などは減光さ 
れません。 


水迂 fe 、 

■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレッドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないようにしてください。 

•水温 計の表示び H の位置で点滅したとさは、オーバーヒートのおそれびあるの 
で、ただちに安全な場所に停車してください。 （^ P . 311) 


134 





2-2. メーターの見方 

表/雨灯/警告な 


メーター. センターパネル内の表示な.警告なでお車の:!犬況をお知5 
せします。 



センターパネル 
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2-2. メーターの 見ち 


■表示な 

システムの作動状況を表示します。 




方向指示表示灯 
(^ P . 1 29) 


こ DO こ尾打表示灯 (^ P - 141) 


P ノノ A 


ク U アランスソナー表示打 
(^ P . 1己己） 



AFS 日 FF 表示灯 
(^ P . 1 43) 


ID 


へツドライト 

上向さ表示打 (^ P . 141) 


向 oj 


エコドライブ 
インジケーター 
(^p. 111) 


4 WD オートモード 
表示打* (^ P . 150) 


- ^ス U ップ表示打 

_ (^ P . 1 63) 


猫 


VSC OFF 表示口 
(^ P . 1 64) 


CRUISE 


クルーズ コント □ール 
表示打* (^ P . 151) 


フ□ントフォグライト 
すレ 表示灯 （^ P . 14己） 



シフトポジション-シフトレンジ表示 
(^ P . 1 23) 


※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッショ 
ン日 N モードにすると点打し、数秒後またはエンジンをかけると消打します。 
点なしない場合や点打したままのとさ、または点滅する場合はシステム異常 
のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見ち 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告します。 （^ P . 279) 


ム 

口 


((D) 

が 

(©) 

ぶ 

0! 

ホ※] 

魂。 

PASSENGER 

《2 

妙 



《 ] 作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
シヨン日 N モードにすると点打し、数秒後またはエンジンをかけると消打 
します。点打しない場合や点打したままのとさはシステム異常のおそれび 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

《2 " エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン日 N モードの 
とさ、半ドア警告打の点打に併せて、マルチインフオメーシヨンディスプ 
レイ上に半ドア警告表示び表示されます。 (^ P . 287) 


A 警告 


■ 安全装置の警告なび点なしないときは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告打び、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをイグニッシヨン ON モードにしても点打しない場合や点好 
したままの場合は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害を受けた 
り、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの見方 

マルチインフオメーシヨンデイスプレイ 


マルチインフオメーシヨンディスプレイは、似下のような情報を表示 
します。 



♦ 外気温表示 (^ P . 1 40) 

外気温を表示します。 

参卜 U ップインフォメーシヨン 

(^ P . 1 39) 

航続可能距離や燃費など走行に関 
する情報を表示します。 

•ク U アランスソナー表示* 
UP . 1 55) 

ク U アランスソナー使用時に、障 
書物を感知すると自動で表示され 
ます。 

•警告メッセージ （^ P . 283) 

各システムに異常び発生すると自 
動で表示されます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













2-2. メーターの 見ち 


t 表示切り替え 



表示を切り替えるには、 DISP ボ 
タンを押します。 


肺続巧#目距舖 

3 V 0 km 


平均燃費 


平均燃費 

I 4•い^ 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 

よ9 〇 

-表示される距離は、過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実際に走行でさるとは限りません。 

-燃料給油量び少量の場合、表示び更新されないことびあり 
ます。 


U セツトしてからの平均燃費を表示します。 

IJ セツトするには、平均燃費表示中に DISP ボタンを]秒 
じ(上押します。 


瞬間燃費 




現在の瞬間燃費を表示します。 


平均車速 


平巧車违 

4 0 km/h 


U セツトしてからの平均車速を表示します。 

U セツトするには、平均車速表示中に DISP ボタンを]秒 
じ(上巧します。 
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2-2. メーターの 見方 


参外気温 



外気温を表示します。 

一4日で〜已日て:の間で表示します。 


□知識 


■ システムチェック表示 

" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モードにしたと 
き、システムの作動確認のため 1 U 下の表示になります。チェックび終わると通 
常の画面表示にちどります。 

-イニシャルチェック VSC (FF く前輪駆動 >) 

• イニシャルチェック VSC 4 VVD (4 VVD く 4輪駆動 >) 


■外気温表示について 

外気温の測定び正しく行われないとさは「一一 ° C 」 と表示されます。 

■バッテリー端子の脱着をしたときは 

バッテ U —端テの脱着を行うと、下のデータは U セットされます。 

-平均燃費 
-航続可能距離 
-平均車速 

■外気温表示について 

次の場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅くなっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているときや、低速走行（約 20 km / hLU 下）のとき 
♦外気温度び急激に変化したとさ（車庫、トンネルの出入り□付近など） 


140 






2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイツチ 


自動または手動でへッドライトなどを点なできまず。 

n 車幅な-薄暮な-尾な-番号 
な-インストルメントパネル 
ライトを点な 

且上記ライトとへッドライトを 
点な 

a へッドライト、車幅ななどを 
自動点な-消な 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチびイグニツシヨン日 N モー 
ドのとさ 


I 八イビームにする 


n ライト点な時、レバーを前方に 
押し八イ ビームに 切り替え 
レバーをちとの位置へちどすと □- 
ビームに ちどります。 

且レバーを引いている間、八イ 
ビームを点な 

ライトび消打していてを、八イビーム 
び点打します。レバーを離すと、□一 
ビームにちどるまたは消打します。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使いち 


I 手動光軸調整ダイヤル（ノ V □ゲンヘッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさます。 

n 上向さに調整 
且下向さに調整 


■目盛り設定の目安 


乗員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

乗員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

運転者と助手席、 
およびサード 
シート*に2名 
乗車 

なし 

1 

全乗員 

なし 

1.5 (日人乗り車を除く） 

1(己人秉り車） 

全柔員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

2 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

2.5 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


fAFS (アダプティブフ□ントライティングシステム） * 

AFS は交差点やカーブでの視認性を向上させるため、八ンドル操作に 
よって変化するタイヤの角度や車速に応じてへッドライトの光軸を自動 
で調整します。 

車速び ] 日 km / h じ(上のとさに作動します。 

スイッチを押して OFF にする 

メーター内の AFS 日 FF 表示打び点打 
します。 


□知識 

■ライトセンサー 

センヴーの上にわのを置いたり、センヴー 
を而さぐようなちのをウインドウガラスに 
貼らないで<ださい。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点打•消打機能び正常に 
働かな < なります。 


■ライト消し忘れ防止機能 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF に 
して運転席ドアを開けるとへッドライトと尾打び消打します。 

再びライトを点打する場合は、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグ 
ニッシヨン日 N モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 
• または iD の位置にします。 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


ライトセンサー 



■ AFS を OFF にずるには 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使いち 


■ライト消し忘れ警告ブザー 

ライト消し忘れ防止機能び働かない場合に作動します。 

♦-エンジンスタートストップ"スイッチび OFF のときに働さます。 

•ライトスイッチび参または iD の位置にあると、運転席ドアを開けた 
とき警告音（ピーという連続音）び鳴り、マルチインフォメーションディス 
プレイに警告び表示されます。 

■オートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶしくないように、柔車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ AFS 日 FF 表示なび点滅するときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 

■販売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でさます。 

(カスタマイズー覧^ P . 326) 


A 迂点 

■バッテリー あびりを防止するために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点打しないでください。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フ□ントフォグライトスイツチ 


雨や霧などの悪天候下で視界を確保しまず。へッドライトまたは車幅 
なび点なしているとき使用できます。 

□ 消な 

旦フ□ントフオグライト点な 


□知識 
■点な条件 

へッドライトまたは車幅打び点打しているときに使用できます。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパー&ウォッシャー（フ□ント) 


INT を選択しているとさ、間欠作動の頻度を調整ずることびできまず。 



n 間欠作動 ( INT ) 

旦低速作動 （ L 0) 

且高速作動 ( HI )) 
Q - 時作動 ( MIST ) 


且 間欠 ワイノ く 一の 作動頻度(減) 
□ 間欠 ワイノ く 一の 作動頻度(増) 
H ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一び連動して作動します。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


□知識 

■作動条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないときは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 


水迂意、 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイ J く一を使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウ ォツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ） 



n 間欠作動 ( L 0) 

且通常作動 （ HI ) 

且ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一び連動して作動します。 
n ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一び連動して作動します。 


□知識 

■作動条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


A 迂点 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイノ く一を使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウ ォツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 



149 





2-4. その他の走行装置の使い方 

4 WD オートモードスイッチ* * 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて F F (前輪 
駆動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切り替えます。 



□知識 

■ 4 WD オートモード表示なについて 

• 4 WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差び大さい状態び長時間 
続いた場合などには、 4 WD オートモード表示打び点滅します。 

表示打の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
FF モードとなります。 

この場合は、エンジンをかけたまま下の対応を行ってください。 

-表示打び消打するまで車速を落とす。 

-表示打び消打するまで停車する。（エンジンは停止しない） 

• 4 VVD システムに異常び発生したときには、 4 VVD オートモード表示打び消灯 
することびあります。この場合には、 4 VVD オートモードスイッチの位置に 
かかわらず FF モードとなります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□—ル* 


アクセルペダルを踏まなくても一定の速度で走行できます。 

■ 速度を設定ずる 

n 日 N - OFF スイッチを押して、シ 
ステムを ON にする 

メーター内のクルーズコント□ール 
表示打び点灯します。 

システムを OFF にするには再び 
ON - OFF スイッチを押します 。 OFF 
にすると メーター 内のクルーズコン 
卜□-ル表示打び消打します。 

曰希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定する 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■設定速度をかえる 



■ 定速走巧を解除ずる-復帰させる 



n 増速 
曰減速 

希望の速度になるまでレノ（一を保持 
します。 

レバーを上または下に軽く操作して 
手を離せば、設定速度を微調整（約 
] .己 km / h ずつ）できます。 

n 解除 

レバーを手前に引さます。 
ブレーキを踏んだとさち解除されま 
す。 

曰復帰 

レバーを上げると、定速走行にちど 
ります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■設定条件について 

•シフトレバーび D または S の4、日、目レンジのとき設定できます。 

♦車速は約4日 km / h から約]日日 km / h の範囲で設定できます。 

■アクセル操作 

通常走行と同様にアクセルで加速でさます。加速後、設定車速にもどります。 

■定速走行の自動解除 

走行条件によって次のようなとさ自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約] 6 km/h iU 下に低下したとき 
♦速度び約 40 km / h 1；^下になったとき 
♦車び横すべりして S - VSC び働いたとさ 
■ 定速走行中に表示なが点滅したときは 
日 N - 日 FF スイッチを一度日 FF にし、再度設定してください。 

設定でさないとさ、またはすぐに解除されるとさはシステム異常のおそれびあ 
ります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□ールを使わないときは ON - OFF スイッチを OFF にしてくだ 
さい。 

■クルーズ コント□ールを使用してはいけない:!犬況 

次の状況では、クルーズコント□ールを使用しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害または死 t にお 
よぶおそれびあります。 

•交通量の 多い道 
•急カーブの ある道 
•巧び りくねった道 

•雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
•急な 下り坂 
•車両 けん引時 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ク U アランスソナー* 


低速（約 lOkm / hlU 下）で運転しているときに、車両前後のソナー 
で測定した障害物とお車の距離を、メーター内のマルチインフォメー 
シヨンディスプレイの表示、ブザー音でお知5せする補助装置です。 

n オン/オフ 

ク U アランスソナー表示打び点打 
し、ブヴーび鳴ります。 

再度押すと解除されます。 


■ マルチインフオメーシヨンディスプレイ表示 

n フ□ントコーナーソナー表示 
曰 U ヤコーナー■ソナー表示 
且バックソナー表示 


□知識 

■メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車では 

マルチインフォメーシヨンディスプレイの表示とブヴー音だけではなく、モニ 
ター画面の表示と音声案内により、お知らせします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



■使用ずるときは 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■作動条件 

♦フ□ントコーナーソナー 

-"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードの 
とさ 

-シフトレバーび P じ(外にあるとき 
-車両の速度び約 ] 日 km/h Lit 下のとさ 
参 U ヤコーナーソナー、バックソナー 

-"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードの 
とさ 

-シフトレバーび R にあるとさ 


■マルチインフォメーシヨンディスプレイ表示とブザー音 

クリアランスソナーび作動したとさ、障害物とおおよその距離をマルチ 
インフオメーシヨンディスプレイに表示するととちにブヴー音でお知ら 
せします。 


■フ□ント コーナーソナー 


障害物までの距離 


マルチインフオメーシヨンデイ 
スプレイ表示 



ブヴー音 


ヒツヒツヒツ 
(断続音） 


ピピピピ 
(速い断続音) 


ピー 

(連続音) 


156 













2-4. その他の走行装置の使いち 


U ヤコーナーソナー 


障害物までの距離 


マルチインフオメーシヨンデイ 
スプレイ表示 


ブヴー音 


約己日〜 37.5cm 



ヒツヒツヒツ 
(断続音） 


約37.己〜2日 cm 



ピピピピ 
(速い断続音） 


約 25cm じ1下 



ピー 

(連続音） 


バック ソナー 


障害物までの距離 


マルチインフオメーシヨンデイ 
スプレイ表示 


ブヴー音 


約]己日〜6日 cm 



ヒツヒツヒツ 
(断続音） 


約6日〜 45cm 



ピピピピ 
(速い断続音） 


約4己〜3日 cm 



ピピピピ 
(より速い断続音） 


約 35cm LiTF 



ピー 

(連続音） 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 障害物を複数個所で同時に感知したとさ 

障害物を複数個所で同時に感知したとさは、 iU 下のようにブヴー音び変 


わ0ます。 


•車両前方、または後方で障害物を約 25 cm 1；(内に感知している状態 
(ブヴー連続音作動中）で、わ5—方の部位で新たに障害物を感知す 
ると、ブヴー音は「ピピピピピピピー」を繰り返します。 

♦車両前方、または後方で障害物を約 25 cm iU 内に感知している状態 
(ブヴー連続音作動中）で、わう一方の部位ち約2日 cm 内に障害物 
を感知すると、ブヴー音は「ピピピー」を繰り返します。 


[障害物を感知ずる節囲 



n 約 50 cm (約0.5 m ) 

曰約]己 0 cm (約] .5 m ) 

センサーび感知でさる範囲は左図の 
範囲のみです。障書物びセンサーに近 
づさすざると感知でさません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■クリアランスソナーの異常表示-警報 

障害物を感知していないとさに、ソナーの異常び発生した場合は、マルチイン 
フォメーシヨンディスプレイやモニター画面*に表示と同時に異常を知らせる 
ブヴーび約7秒間鳴ります。 (^ P . 286) 

♦異常を知らせる表示び出ていても、下のときは表示されなくなります。 

-マルチインフォメーシヨンディスプレイの表示を切り替えた 
-ク U アランスソナーをオフにした 

-モニター画面を切り替えた（ナビゲーシヨンシステム装着車） 

■販売店で設定可能な機能 

ク U アランスソナーのブヴー音量や、バックソナーの感知開始距離の変更びで 
さます。（カスタマイズー覧^ P . 326) 

. ナビゲーシヨンシステム装着車では、モニター画面で変更でさます。 

変更ち法は別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧ください。 


A 警告 

■使用 時のま意 

•ソナ ーの感知範囲、作動速度には限界びあります。車を前進•後退するとき 
は、必ず車両周辺（と<に車両側面など）ソナー感知範囲外の安全を確認し、 
ブレーキで車速を十分制御し、ゆっくり運転してください。 

-ソナーの感知範囲は車両コーナー部と後部のバンノ く一周辺に限られます。 

• 障害物の形状•条件によっては感知でさる距離び短くなることや、感知で 
さないことびあります。 

-障害物を感知してから、表示やブヴーび鳴るまでに多少時間びかかりま 
す。低速走行時の場合でち表示やブヴーび鳴る前に、障害物まで約2日 cm 
じ(内に接近するおそれびあります。 

-路面状況（雨、砂利など）により、制動距離び変化します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■使用 時のま意 

•ソナ ーび感知する範囲にはアクセヴ U —用品などを取りつけないでください。 
ク U アランスソナーび正常に作動せず、思わめ事故につながるおそれびあり危 
険です。 

♦異常 表示び出て いる 場合、まずセンサーの状態を確認してください。氷、雪、 
ミ尼びないのに異常表示び出ている場合は、センサーの異常び考えられますので 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 

•じ (下のとさク U アランスソナーび正常に作動しないことびあり、思わめ事故に 
つながるおそれびあり危険です。注意して運転してください。 

-ソナーに氷、雪、ミ尼などび付着したとさ（取り除けば、正常に復帰します） 

-ソナー部び凍結したとさ（溶ければ、正常に復帰します） 

とくに低温時には凍結などにより異常表示び出たり、障害物びあってち感 
知しないことびあります。 

-センサーを手などでふさいだとさ 
-車両姿勢び大さ<傾いたとさ 
-炎天下や寒冷時 

-凸凹道、坂道、砂利道、草むら走行時など 

. 他車のホーン、オートバイのエンジン音、大型車のエアブレーキ音、他車 
のク U アランスソナーなどの超音波を発生するちのび近づいたとさ 
-どしやぶりの雨や水しぶさびかかったとさ 
-市販のフェンダーポール、無線機アンテナを車につけたとき 
-けん引フックを取りつけたとさ 
-背の高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとさ 
-標識などの物体によっては感知距離び短<なります 
-バンパー真下付近は感知しません 

センサーより低い物体や細い杭などは、一度感知してち接近すると突然感 
知しな<なることびあります。 

-ソナーに障害物び近づさすざたとさ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■正確に 感知できないことびある障害物 

じ I 下のような物は感知しないことびあります。を意して運転してください。 

-針金、フェンス、□ープなどの細いもの 
•綿、雪などの音波を吸収しやすいちの 
-鋭角的な形のちの 
-背び高く上部び張り出しているちの 
-背の低いちの 


爪 迂意、 

■使用 時のま意 

♦じ I 下のとさ、ソナーの異常などにより装置び正常に作動しなくなっているおそ 
れびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

-スイッチをオンにしてちブヴーび鳴らないとき 

-障害物を感知していない状態で、ク U アランスソナーの作動表示び点滅 
し、ブヴーび鳴ったとさ 

-ソナー部付近に物をぶつけたときや、たたくなどの強い衝撃を与えたとさ 
-バンパーをぶつけたとさ 

-ブヴー音びしないのに表示び点灯したままのとさ 

■洗車 時のま意 

高圧洗車機を使用して洗車するときは、ソナー部に直接水を当てないでくださ 
し、強い水圧により衝撃び加わり、正常に作動しなくなるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓を補助する装置 


走行の安全性や運輯性能を高めるため、走行状況に応じて似下の装置 
び自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的ならのなので、 
過信せずに運転には十分に注意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレー夺システム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ざス 
U ップを抑制します。 

■ ブレー夺アシスト 

急ブレーキ時などにより大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□ール） 

すべりやすい路面などで各輪のブレーキとエンジン出力を制御し、車両の方向 
安定性確保に貢献します。 

■ S-VSC ( Steering-assisted Vehicle Stability Control ) 

ABS、TRC、VSC と EPS を協調して制御します。 

すべりやすい路面などの走行で急な八ンドル操作をした際に、八ンドル操作力 
を制御することで車両のち向安定性確保に貢献します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□—ル） 

すべりやすい路面での発進時や加速時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■ ヒルスタートアシストコント□ール 

上り坂やすべりやすい e 面で発進するとさに、車び後退するのを緩和します。 
-^P . 167 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[ VSC 、 TRC 、 ヒルスタートアシストコント□—ルび作動しているとき 


車両び横すべりしそうになったと 
さ、前輪び空転したとさ、ヒルス 
夕ートアシストコント□-ルを作 
動させ坂道発進をしたときは、 
VSC、TRC、 ヒ J レスタートアシス 
トコント□ールの作動を表示する 
ためにス U ップ表示なび点滅しま 
す。 

ヒルスタートアシストコント□ール 
の作動時、制動打と八イマウントス 
トップライトび点打します。 


| TRC や VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出するとさに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでもエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びあります。このようなときに、 VSC 日 FF スイッチを押す 
ことにより脱出しやすくなります。 


TRC を停止するにはスイッチを押 
しよ9 〇 

スリップ表示打び点打します。 

ちラー度スイッチを押すと、システム 
作動状態にちどります。 


■ TRC を停止ずるには 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ TRC と VSC を停止ずるには 



TRC と VSC を停止するには停車 
時にスイッチを押し3秒じ(上保持 
します。 

スリップ表示打と VSC OFF 表示打 
び点打し、マルチインフ オメーシヨ ン 
ディスプレイに VSC-OFF 表示び表示 
されます。 

ちラー度スイッチを押すと、システム 
作動状態にちどります。 


□知識 


■ TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止したあと、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を OFF にすると自動的に TRC と VSC は作動復帰状態にもどります。 

■ TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び高くなると TRC は作動を再開し 
よ9 〇 


■ TRC と VSC OFF の作動制限 


TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再開はありません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ ABS、BA、VSC、TRC の作動音と振動 

•エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、じ(下のような現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
-車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥にはいる 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとさ、モーターの音 （ "ウィーン"という音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果び下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルを操作し続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果び下がり八ンドルび重く感じられるようになります。そ 
の場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを切ってください。 
] 日分程度でもとの状態にちどります。 


A 警告 

Lii 下の状況では、事故び起さ、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

•タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとき 

•雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象び発生したとさ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ ABS び作動することで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

A 目 S は制動距離を短くする装置ではありません。下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

•ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとき 

•タイヤ チェーンを装着しているとさ 

•道路の つなぎ目など、段差を越えたとさ 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとさ 

■ TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両の方向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の安定性や駆動力を失うような状況では、と 
くに慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なび点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転を必びけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。表示打び点滅した 
らとくに慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にするとさは 

TRC や VSC は自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動力や車両の 
方向安定性を確保しようとするシステムです。 

そのため、必要なとき!;(外は TRC 機能、 VSC 機能を作動停止状態にしないで 
ください。 TRC 機能や VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況に応 
じた速度で、とくに慎重な運転を必びけてください。 

■タイヤを 交換するときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 (^P. 323) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS、VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとさは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ヒルスタートアシストコント□ール 


急な上り坂やすべりやすい fi 面を発進するときに、車両の後退を緩和 
し発進を容易に行うことびできまず。 

車両び完全に停止している状態で、更にブレーキペダルを踏み込むと 
"ピッ"とブヴーび鳴り、ス U ップ表示なび点滅します。 


□知識 

■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

♦ヒルスタートアシストコント□ールの作動時間は、ブレーキペダルから足を 
離して約2秒間です。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールび作動しているときは、ブレーキペダル 
を踏んでいなくてわ制動打と八イマウントストップライトび点打します。 

♦ブレーキペダルを踏み込んでちス U ップ表示打び点滅せず、ブヴーび鳴らな 
いときは、一度ブレーキペダルを踏む力を弱めてください。（車両び後退し 
ない程度）その後もう一度ブレーキぺダ J レを踏み込んでください。 

それでも作動しないときは下の作動条件を確認してください。 

■ ヒルスタートアシストコント□—ルの作動条件について 

♦じ1下の状態のときに、ヒルスタートアシストコント□ールは作動します。 

-シフトレバーび P じ I 外の位置のとき 
-パーキングブレーキびかかっていないとさ 
-アクセルペダルを踏んでいないとき 

♦マルチインフォメーシヨンディスプレイに VSC システムチェックび表示 
されているとさは、ヒルスタートアシストコント□ールは作動しません。 



167 





2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ヒルスタートアシストコント□ール制御ブザーについて 

•ヒルスタートアシストコント□ールび制御可能状態になると"ピッ " とブ 
ヴーび]回鳴ります。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールび作動中にじ(下の状態になると、制御終 
了状態になり"ピッピッ"とブヴーび2回鳴ります。 

. ブレーキペダルから足を離して、約2秒間運転操作を行わなかったとき 
-シフトレバーを P の位置にしたとさ 
-パーキングブレーキをかけたとさ 
. ブレーキペダルを再度踏み込んだとさ 


A 警告 

■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

•ヒル スタートアシストコント□ールを過信しないでください。急勾配の坂や、 
凍った路面ではヒルスタートアシストコント□ールび効かないことびありま 
す。 

•ヒル スタートアシストコント□ールはパーキングブレーキのように車を長時 
間駐停車するための機能ではありませんので、同機能を坂道での長時間の駐停 
車のために使用しないでください。思わめ事故につながるおそれびあり危険で 
す。 
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2-5. 様々なが況での運転 

巧物を積むとまのを意 


安全で快適なドライブをするために、荷物を積むときは似下のことを 
お守りください。 

♦ でさるだけ荷物はラゲージルームに積む。 

• 荷物び安全な位置に置かれているか確認する。 

•走行中のバランスを維持するために重さび偏らないように積む。 

•燃費び悪化しないようにするために、不要な荷物は積まないよう 
にする。 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

下のようなものを積むと引乂するおそれびあり危険です。 

•燃料び はいった容器 
•スプレー 吿 

■荷物を 積むときは 

下の場所には荷物を積まないでください。 

お守りいただかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作できなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
•室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

安定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷つけるおそ 
れびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量 • 荷重のかけ方について 

•荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

•荷重を 不均等にかけないようにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の低 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 
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2-5. 様々なげ況での運転 

寒を時の運拓 


寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたうえで適 
切に運乾してください。 

■ 冬の前の準備 

• 下のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
• 冷却水 

-ウォッシャー液 

•バッテリーの液量-比重を点検してください。 

•冬用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったものを用意してください。 (^P. 
323) 

■運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

♦ ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、すぐに水分を十分に 
而き取ってください。 

♦ フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ□に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いてください。 

♦ 足まわりに氷びついているとさは、氷を取り除いてください。 

♦ フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷びついているときは、取 
り除いて < ださい。 

■運転ずるときは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車ずるときは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびあります。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止めをしてください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


□知識 


■寒冷地用ワイパーブレードについて 

•降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
お求めください。 

•高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび而さ取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取りつけ-取りはずし-取り扱いち法については下の指示にしたびってくだ 
さい。 

-安全に作業でさる場所で行う 
-前2輪に取りつける 
-タイヤチェーンに付属の取扱書にしたびう 
-取りつけ後日.5〜 1.0 km 走行したら締めなおしを行う 


172 





2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■冬 用タイヤ装着時の警告 

lii 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につながるおそれびあります。 

•指定 サイズのタイヤを使用する 
•空気 圧を推奨値に調整する 

•お使いになる 冬用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チてーン装着時の警告 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびできずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につながるおそれびあり 
よ9 〇 

•装着 したチェーンに定められた制限速度、もしくは3日 km / h のどちらか低い 
ほうを超える速度で走行しない 

•路面の 凹凸や穴を避ける 
•急 八ンドル、急 ブレーキを 避ける 

•カーブの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失うのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動さ思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 迂点 

■タイヤ チてーンの使用について 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品じ(外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

•アルミ ホイール*にタイヤチェーンを取り付けるとホイールに傷び付くことび 
あります。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除去するときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

フ□ントオートエアコン 


設定温度にあわせて吹き出し□と風量を自動で調整しまず。 

" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッション ON モー 
ドにすると、風量切り替えダイヤルと吹き出し□切り替えダイヤルの 
針び動さます。 

► リヤ クーラー 装着車 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


リヤクーラー非装着車 



オート設定を使うとき 


■ 連動モード 

運転席と助手席の設定温度を同じにします。 
Egiil 1 I PautoJ を押す 

吹き出し口と風量を自動で調整します。 

設定温度を上げるとさは 


© 

TEMP 

© J 


の A を、下げるときは V を押す 


を押す 


ボタンを巧すたびにエアコンの日 N • OFF び切り替わります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


■ 独立モード 

運転席と助手席の設定温度を独立してかえることびでをます。 
IfeJM 1 11 を押す 

エアコンび作動し、吹き出し□と風量を自動で調整します。 


手順 


DUAL 


を押す 


を押し、温度を調整する 


再び []dual I を押すと、連動モードになります。 


m 運転席側は 


© I 
TEMP 

引 


、助手席側は 


© 

S- 

© 


を押す 


ボタンを巧すたびにエアコンの日 N • OFF び切り替わります。 


I お好みの設定で使うとさ 

■ エアコンの ON • OFF を切り替えるには 

A / cl を押す 


ボタンを押すたびにエアコンの日 N • 日 FF び切り替わります。 

■設定温度をかえるには 

運転席側は It 急 I 、助手席側は 

© I 

連動モード使用時、助手席側の ifSl を押すと独立モードに切り替わります。 

© 

■風量をかえるには 

風 量 切り替えダイヤルをち（増）か左（減）へ回す 
風量は]日段階に調整でさます。 

送風を止めるときは PoffI を押す、または風量切り替えダイヤルを左へ回し日 
にします。 


[ E \ を押し、温度を調整する 

L© 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


■ 吹き出し□を切り替えるには 

吹さ出し□切り替えダイヤルをちか左へ回し、吹さ出し□を選択する 



上半身に送風 



上半身と足元に送風 



足兀 I しを風 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


足元に送風-ガラスの曇りを取る 


* 一部車種のみ 

■外気導入-内気循環を切り替えるには 

► リヤ クーラー 装着車 

な1 を押す 

ボタンを押すたびに外気導入-内気循環び切り替わります。内気循環を選択して 
いるとさは、 pw ] の表示打び点打します。 

► リヤクーラー非装着車 

内気循環に切り替えるにはを押す 

外気導入に切り替えるには [ WJ を押す 

I フ□ントガラスの量りを取るには 

吹さ出し□切り替えダイヤルを 
硕7の位置まで回す 

エアコンび作動します。 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


巧粉除去機能を使うには 


を押す 


内気循環に切り替わり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に（外 
気温び低いときは約]分後に）「共1を押す前のモードにちどります。 

を巧すと前のモードにちどります。 


途中で動作を止めるとさは再度 


プラズマクラスター®を使うには> 


風量切り替えダイヤルを回してファンを作動させる 

ファンび作動すると、自動的にプラズマクラスターび作動します。 

モードの切り替えは自動で行われます。プラズマクラスター®イオンのとさは 
CLEAN 、 マイナスイオンモードのとさは ION の表示び表示されます。 


風向きの調整と吹き出し口の開閉 


中央吹さ出し □ 



n 風向さの調整 
且吹さ出し□の開閉 


左ち吹さ出し □ 



室内装備の使いち 


181 

















































3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


□知識 

■オート設定の作動について 

下のような制御をする場合びあります。 

• ItiTo ] を押した直後しばらく送風び停止する 
•暖房時、冷風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使うとガラスび曇る場合びあります。 

■ 外気温度び0で！; TF のとき 

A / c ] を押してもエアコンは作動しません。 

■内外気切り替えについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切り替わ 
る場合びあります。 

■フ□ントガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的に外気導入に切り替わる場合びあります。 

■花粉除去モードについて 

外気温び低いときは、ガラスの曇り防止のためにじ I 下のような作動をすること 
びあります。 

♦ 内気循環に切り替わらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 

湿度び非常に高いとさに使うとガラスび曇る場合びあります。 

花粉除去モードび OFF のとさも花粉はエアコンフイルターで取り除かれていま 
す。 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


■ プラズマクラスター®について 

♦運転席側吹さ出し口付近で静電気を感じたり、小さな作動音び聞こえること 
びありますび異常ではありません。 

•プラズマクラスター、プラズマクラスターイオンおよび円 asmacluster は 
シャープ株式会社の商標です。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内外のさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

•エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止するために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとさは、吹 
さ出し口切り替えダイヤルを硕？の位置にしないでください。外気とガラスの 
温度差でガラスの外側び曇り、視界をさまたげる場合びあります。 

■ プラズマクラスターについて 

•プラズマ クラスター®は、高電圧を利用しています。危険ですので、修理など 
は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

•運転席 側吹き出し□付近にスプレーを噴霧したり、棒などの異物を挿入したり 
しないでください。故障や感電の原因となります。 


水迂 意、 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

リヤクーラー（リヤクーラー装着車) 



(リヤクーラーを 使うとき 


手順 


のフ□ントオートエアコン操作部にある REAR * を押す 


スイッチを押すたびに U ヤクーラーの日 N • OFF び切り替わります。 U ヤ 
クーラーを日 N にしていると作動表示打び点打します。 


手順 


回風量切り替えツマミをち（増）か左（減）へ動かす 


風量は3段階に調整でさます。 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使いち 


風向きの調整 



n 風向さの調整 


□知識 


I リヤクーラーの作動条件について 

フ□ントオートエアコンび停止しているとき、冷房、除湿機能は作動せず、送 
風のみとなります。 


ま意 


■パ’ ッテリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は U ヤクーラーを使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの曇りを取るときにお使いください。 



n オン/オフ 

IJ ヤウインドウデフォッガーは、 
約 ] 己分で自動的にオフになりま 
す。 


□知識 

■ S ラーヒーターについて 

ミラーヒーター装着車は、 U ヤウインドウデフオッガーを ON にするとミラー 
ヒーターも同時に作動します。 


A 警告 

■ S ラーヒーター作動中の警告 

ドア S ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるので触れ 
ないで < ださい。 


水迂鳥、 

■バッテリー あびりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

フ□ントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐためにお使いくだ 
さい。 

n オン/オフ 

フ□ントワイパーデアイサーは、 
約 ] 己分で自動的にオフになりま 
す。 


A 警告 
■作動 中の 警告 

フ□ントウインドウガラス下部および運転席側フ□ントピラー横の表面び熱く 
なっており、やけどをするおそれびあるので触れないでください。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使いち 
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3-2. 室内'打のつけ方 

室内な一質 



n フ□ント パーソナル ライト （^ p . 191) 

曰リヤ パー ソナルライト*、 ルームラ イト* (^ P . 192) 
且天井大型イルミネーション* (^ P . 193) 

H " エンジンスタートストップ"スイッチ照明 
且ドアカーテシライト 
0フ□ント足元照明* 

BiJ ヤ足元照明* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-2. 室内打のつけ方 


□知識 

■バッテリーあびりを防ぐために 

半ドア状態で天井大型イル S ネーションのドア連動び ON (天井大型イル S ネー 
ション装着車)、またはフ□ントパーソナルライト（天井大型イルミネーション 
非装着車)、ドームライトのスイッチび DOOR (ドア連動）のとさに、各部照明 
び点打したままの場合、約2日分後に自動消好します。 

■販売店で設定可能な機能 

室内打の消打までの時間などの設定を変更でさます。 

(カスタマイズー覧^ P . 327) 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

電子キーの検知、ドアの施錠•開錠/開閉、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチにより、各部照明び自動的に点打、消打します。 

•下記の作動は、条件び]つしか成立しない場合の例です。実際には、いくつ 
かの条件び同時に成立することにより、下記の作動と異なる場合びありま 
す。 


条件 

パーソナルライト 
(フ□ント/ U ヤ*)、 
ルームライト* 

イルミネーションライト* 

電テキーを携帯して検知 
エ U ア内に入ったとさ 

消打^約 ] 5秒間点灯 

消灯したまま 

ドア□ックを 
開錠したとさ 

消打^約 ] 日秒間点打 

消打^約 ] 日秒間点打 
(高輝度） 

ドア□ックを 

点打^消打 

点打（高輝度）^消灯 

施錠したとさ 

消打時は消打したまま 

消打時は消打したまま 

いずれかのドアを 



開けたとさ 
(バックドアを除く） 

消打^点打 

消好^点打（高輝度） 

全てのドアを 
閉めたとさ 
(バックドアを除く） 

点灯^約]日秒後に消灯 

点灯（高輝度）^ 

約] 5秒後に消打 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-2. 室内灯のつけ方 


条件 

パーソナルライト 
(フ□ント/ U ヤ*)、 
ルームライト* 

イルミネーションライト* 

" エンジンスタート 
ストップ"スイッチを 
日 FF からアクセヴ U - 
モード、または 
イグニッシヨン ON 
モードにした 

消な時は消巧したまま 

消打^アクセヴ U — 
モード時は消打したまま 
イグニッション ON モー 
ド時は点灯（中輝度） 

エンジン回転中 

消打したまま 

点打（中輝度） 

" エンジンスタートス 
トップ スイッチを 
イグニッシヨン ON 
モードから日 FF にした 

消打^約 ] 日秒間点打 

点灯（中輝度）^ 

約]已秒間点打 
(高輝度） 

" エンジンスタートス 
トップ スイッチを 
イグニッシヨン ON 
モードからアクセヴ IJ 一 
モードにした 

消打したまま 

点打（中輝度）^ 

点打（高輝度） 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチび 
イグニッシヨン ON 
モードのとさ 
シフトレバーを 

P から P じ(外にした 

消打したまま 

点打（中輝度）^消打 
車幅打点打時は 
点打（低輝度） 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチび 
イグニッシヨン ON 
モードのとさ 
シフトレバーを 

P じ1外から P にした 

消打したまま 

消打または点打（低輝 
度）^点打（中輝度） 


190 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












3-2. 室内打のつけ方 


フロントパーソナルライト 


フ□ントパーソナルライト 


天井大型イル S ネーシヨン装着車 



n 点な/消な 


天井大型イルミネーシヨン非装着車（ナビゲーシヨンシステム装着 
車） 

n 点な/消な 
且ドア連動 

D 日日 R ( ドア連動 ） /OFF (消な） 



天井大型イル S ネーシヨン非装着車（ナビゲーシヨンシステム非装着 
車） 

n 点な/消な 
且ドア連動 

D 日日 R ( ドア連動 ） /OFF (消な） 



室内装備の使いち 
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3-2. 室内灯のつけち 


リヤ パーソナルライト、ルームライト 


□知識 


■フ□ントパーソナルライトについて 

♦天井大型イル S ネーション装着車は、天井大型イル S ネーションのドア連動 
び日 N のとき、イルミネーテッドエント U —システムによりフ□ントパーソ 
ナルライトび自動的に点灯、消好します。 

♦天井大型イルミネーション非装着車は、フ□ントパーソナルライトのドア連 
動スイッチび DOOR (ドア連動）のとき、イルミネーテッドエント U —シ 
ステムによりフ□ントパーソナルライトび自動的に点な、消灯します。 


I リヤ パーソナルライト、ルームライト 

► リヤパーソナルライト（イルミネーションライト装着車) 

n 点な/消な 


►ルームライト（イルミネーションライト非装着車） 

□ DOOR (ドア連動) 

□ OFF (消な） 

BON (点な） 
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3-2. 室内打のつけ方 


天井大型イルミネーション 


□知識 

■ リヤパーソナルライトについて 

天井大型イルミネーションのドア連動び ON のとさ、イルミネーテッドエント 
U —システムにより U ヤパーソナルライトび自動的に点打、消灯します。 

■ルームライトについて 

スイッチび DOOR (ドア連動）とき、イルミネーテッドエント U —システムに 
よりルームライトび自動的に点な、消好します。 


1" 天井大型イルミネーション * 

n 全ライト（パーソナルライト、 
イルミネーションライト） 

ON (点な ） /OFF (消な） 

スイッチを押して、押し込まれた状態 
になると日 N になります。 

旦イルミネーションライト 
ON (高輝度点な ） /OFF (減光、 
または消な） 

且ドア連動 ON/OFF 

イルミネーションライトスイッチ、ド 
ア連動スイッチを押して、押し込まれ 
た状態になると日 N になります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使いち 
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3-2. 室内灯のつけち 


□知識 


■イルミネーションライトについて 

全ライトスイッチび OFF 、 イルミネーションライトスイッチび日 N の状態で、 
ドア連動スイッチび ON のときはイルミネーテッドエント U —システムにより、 
イルミネーションライトの明るさび3段階に変化搞輝度-中輝度-低輝度)、 
または消打します。 

このとさ、各スイッチの高さび均一になります。 
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3-3. 収納装備の使い方 

収納装備-質 



且コンソールボックス □ ドアポケット 

H カップホルダー 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないもの 

メガネ、ライターやスプレー吿を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、次のようなことび起こるおそれびあり危険です。 

•室温び 高<なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れを起こす 

•室温び 高 < なったとさにライターやスプレー吿び爆発したり、他の収納物との接 
触でライターび着乂したりスプレー吿のガスびちれるなどして乂災につなびる 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使いち 


助手席アッパーボックス，グ□ーブボックス 


(助手席アッパーボックス 



A 警告 
■走行 中の警告 

助手席アッパーボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いた助手席アッパーボックスに体び当たったり、収納 
していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険で 
す。 


I グ□ーブボックス 



□知識 


■グ□ーブボックスライトについて 

車幅打び点打しているとさにグ□ーブボックスを開くとライトび点打します。 
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フ□ントシートコンソールホックス 



前方のレノ く一を引いてフタを持ち 
上げる 


セカンドシートコンソールボックス （6 人乗り車） 



後方のレノ（一を引いてフタを持ち 
上げる 


3-3. 収納装備の使いち 

コンソールボックス 


A 警告 
■走行 中の警告 

グ□ーブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグ□ーブボックスに体び当たったり、収納してい 
たものび飛び出したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

I " コンソールボックス 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使いち 


カツプホルター 


□知識 


■セカンドシートコンソールボックスについて 



中のトレイをはずすことびでさます。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

コンソールボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたコンソールボックスに体び当たったり、収納して 
いたちのび飛び出したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 


カップホルダー 


フ□ント（フ□ントコンソールボックス部） 

カップホルダーを押して出す 
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フ□ント（助手席部） 



カップホルダーを押して出す 


セカンドシート（日人乗り車 • 7人乗り車） 



U ヤセンターアームレストを引さ 
出し、フタを開ける 


セカンドシート （6 人乗り車、タイプ A ) 



3-3. 収納装備の使いち 

カツプホルター 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使いち 


カツプホルター 


►セカンドシート （6 人乗り車、タイプ B ) 



セカンドシートコンソールボック 
スのフタを開ける 


►サードシート（己人乗り車を除く）/ラゲージルーム （5 人乗り車) 



□知識 


■ 6人乗り車のカップホルダーについて 

ホルダー部をはずし、ル物入れとして使用 
でさます。 
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A 警告 


■収納して はいけない物 

カップホルダーにはカップや吿1；(外のものを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

カップホルダーを必ず収納してください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーに体び当たるなどして、思わめけ 
びをするおそれびあり危険です。 


ボトルホルター 


フ□ントドア 




3-3. 収納装備の使いち 

ボトルホルター 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使いち 


小物入れ 


□知識 


■ボトルホルターについて 


•ぺットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

•ぺットボトルの大きさ、形によっては収納できないことびあります。 


A 迂点 

■収納して はいけないもの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


[小物入れ 


►才 ーバーへッ ドコン ソール 



押して開ける 

車両型式により形状び異なります。 
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3-3. 収納装備の使いち 


運転席アンダーボックス* 


手前に引いて開ける 

ETC 装着車は、 ETC ユニットび装着 
されています。 


コンソールトレイ 




A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを開けたままにしないでください。 

急ブレーキ時などに、開いたル物入れに体び当たったり、収納していたちのび 
飛び出したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

■収納して はいけないもの（オーバーへッドコンソールのみ） 

200 g じ Lb のものを入れないでください。200 g じ I 上のちのを入れると、オー 
バーへッドコンソールび開き収納されているものび飛び出したりして、思わめ 
事故につながるおそれびあり危険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


小物入れ 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使いち 


ドアポケット 


I ドアポケット 


►フ□ントドア 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カバーを開けるとライトび点な 
します。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

時計 


n " 時"を調整する （ H ) 

且"分"を調整する （ M ) 

且"分"を00にする^ (:〇〇) 

《（例）1:日日〜1:29^1:00 
1:3日〜1:59^2:00 


□知識 

■時刻び表示されるとき 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モードまたはイグニッ 
シヨン ON モードのとさ 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ U —ソケット 


12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ 
い。 



フタを手前に引いて開ける 


□知識 

■使用条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モードまたはイグニッ 
シヨン ON モードのとさ 


A 注忌、 

■ショー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないように、使用しな 
いとさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

12 V ] 日 A を超えないようにしてください。 

■バッテリー あがりを防止するために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

シートヒーター * _ 


n オン/オフ（運転席側） 

且オン/オフ（助手席側） 

作動中はインジケーターび点打し 
ます。 


□知識 

■使用条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 


A 警告 

■やけどに ついて 

•低温 やけどを負うおそれびあるため、じ(下のかたはとくにご注意ください。 

-乳幼児、おテさま、お年寄り、病人、体の不自由なかた 
-皮膚の弱いかた 
-疲労の激しいかた 

-深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用されたかた 
参 シートに毛巧、クッションなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使用により保温性び高まり異常過熱の原因になります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


A 迂点 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのを突き 
刺したりしないで<ださい。 

■バッテリー あがりを防止するために 

エンジンび停止しているとさはスイッチをオフにしてください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アームレスト 


己人乗り車 • 7人乗り車セカンドシート 

引さ出して使用します。 



A ま意 


■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

コンビニフック 



フックを引き起こします 


A 迂点 

■破損を 防ぐために 

♦フ ックを使用しないときは、格納しておいてください 

•4 te じ(上のものや大きいものをフックに吊り下げないでくださし、 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フ□アマツト 


お車（年式）専用のらのを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 


フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
ください。 

固定フック（ク IJ ップ）の形状お 
よびフ□アマットの固定ち法はイ 
ラス トと異なる場合びあります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認 < ださい。 


A 警告 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめス 
ピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につながるおそれびあります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

参 トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
•運転席 専用のフ□アマットを使用する 

•付属の フック（ク U ップ）を使って、常にしっかりと固定する 

•他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

•フ □アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転す る前に 

•フ □アマットびすべての固定フック（ク 
U ップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行う 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の状態 
で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ□アマッ 
卜と干渉しないことを確認する 




室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■ デッ夺ボード 



開けるときは取っ手を持って引 
き上げます。 

左ちのデッキボードは、中央の 
デッキボードを開けたあと、はず 
すことびでさます。 



中央デッキボード裏側の格納部 
から固定フックをはずし、ラ 
ゲージルームの 外枠にかける こ 
とびでさます。 （5 人乗り車を除 
<) 

n ひををはずす 
且フックを固定部からはずす 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


デッ夺ボックス（曰人乗り車） 

デッキボックスうしろ側 



タグを持って引さ上げます。 



フタを持って引き上げます。 


デッ夺フック 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


■デュアルトノボード* 



取っ手を引さ、前後に動かすこ 
とびでさます 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













3-4. その他の室内装備の使いち 


デュアルトノ ボー ド前 カバーの 格納 



前 カバー 部を左ち のホルダーから 
はずし、デュアルトノボードに格 
納する。 

ホルダー からはずすと、前カバーは自 
動で卷さ取られます。 



格納した前カバーをデュアルトノ 
ボードに固定する。 

マジックテープを密着させ、固定しま 
す。 


デュアルトノ ボー ド後 カバーの 格納 



後 カバー 部を左ち のホルダーから 
はずし、デュアルトノボードに格 
納する 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


(デュアル トノボードの 格納 




BTO 3405019 



後カノ く一部を折り たたむ。 


バンドを巻さ、カバーを固定する。 
n 後カバー固定用の穴にバンドのツ 
メをかけ、卷さつけます。 

且バンドびたるまないように、マ 
ジックテープで固定します。 


デュアルトノボードをデッキアン 
ダーボックスに収納する。 

デュアルトノボードの取っ手を引さ 
なびらラゲージボックスに収納し、ラ 
ゲージボックス左ちの固定穴に固定 
します。 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


□知識 

■デュアルトノボード使用時は 

バンドを図の位置に収納することびでさま 
す。 


^ BT034CB006 


A 警告 

■ デュアルトノボードについて 

デュアルトノボードの上に荷物を置いたり、おテさまび乗ったりしないでくだ 
さし、デュアルトノボードび破損し、荷物び破損したり、おテさまび生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

■デッキ フックについて 

必ずちとの位置にちどしておいてください。 


水迂 意、 

■ デュアルトノボードについて 

•上に 重いちのを置かないでください。また、鋭利なちので刺したり、足で踏ん 
だりしないで<ださい。 

♦前 カノ く一は防護カノ く一ではありません。 

強い衝撃をラゲージルーム側からカバーに加えるとデッキサイドト U ムから 
はずれるようになつています。 

•デュアル トノボード使用時は、ヴードシート*を使用することはでさません。 

♦硬い ところへぶつけたり、裏返して床や地面に置かないでください。表面に傷 
びつ < おそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ステアリングスイッチ 


トヨタ販売店で装着したナビゲーシヨンシステムや、オーディオを操 
作することびできます。 

モードの切り替えや CD 、 ラジオなどの操作については、装着された 
オーディオにより異なる場合や、操作でさない場合びあります。 

♦ メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車にお乗りの 
方は、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧ください。 

♦ 販売店オプシヨンのナビゲーシヨンシステムや、オーディオの操作 
方法は、各取扱書をご覧<ださい 



□ 音量を調節する 
且 CD 、 ラジオなどの操作 
且電源を入れる、モードを切り 
替える 


I 電源を入れる 

\ MODE / 么押す 

スイツチを長押しするとオーディオの電源び OFF になります。 

-装着されたオーディオにより"ピツ"と音び鳴ることびあります。 

|モードを切り替える 

電源び日 N のとさ。品]を押す 

押すごとにモード （ CD 、 ラジオなど）び切り替わります。 

|音量を調節ずるには 一 

の+または一を押す 
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スイッチを巧し続けると、音量を連続して調節でさます。運転のさまたげになら 
ない適度な音量でお聞さ < ださい。 




















お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 222 

内装の手入れ . 22已 

タイヤについて . 228 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 234 

ガレージジャッキ . 236 

エンジンルームカバー . 238 

電球（バルブ）の交換 . 240 
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清掃、交換 . 26已 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、似下の項目を実施ください。 

•水を十分かけなびら車体、足まわり、下まわりの順番に上から下 
へちれを洗い落とす。 

♦車体はスポンジやセーム皮のような柔らかいをので洗う。 

♦ ちれびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
す。 

参水を而さ取る。 

♦ 水のはじきび悪くなったとさは、ワックスびけを行う。 

ボデーの表面のちれを落としても水び玉状にならないときは、車体の温度び 
冷えているとさ（およそ体温じ(下を目安としてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボディコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施行された場合は、お手入れ方法び異なります。詳しくは 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


□知識 


■自動洗車機を使ラとさは 

•ドアミラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず 
ドアミラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷びつさ、塗装を損なうことびあります。 

• U ヤスポイラーびひっかかり、洗車でさない場合や、傷ついたりするおそれ 
びあります。 

•自動洗車機に入れる前に、車両の給油□びしっかり閉まっていることを確認 
して < ださい。 

■高圧洗車機を使うときは 

室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア枠付近に 
近づけすざないで<ださい。 
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4-1 .お手入れのしかた 


■アル S ホイール 

中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や硬 
いブラシは使用しないでください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。 

■塗装の劣化や車体の腐食を防ぐために 

•次のような場合はただちに洗車してください。 

-海岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散布した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥のふん、虫の死びいなどび付着したとさ 
• ばい 煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下び多い場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとさ 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとき 
♦塗装に傷びついた場合は、早めに補修してください。 

■レインクリアリングミラーの親水効果回復作業について 

ミラーの親水効果は、太陽光をあてることにより徐々に回復します (^ P . 70) 
び、早く回復させたいとさは次の作業を行ってください。 

feilM 1I 鏡面に水をかけ、ミ尼巧れなどを洗い流す 

feilM 21水を含ませたされいな柔らかい布などで巧れを落とす 

Eimn ガラスク U —ナーか中性洗剤で洗浄後、十分な水で洗剤を洗い流す 

EaEH 4 I されいな柔らかい布などで鏡面についた水をふさ取る 

feilM 51屋外に車両を駐車し、鏡面に太陽光を己時間程度あてる 
(巧れの量や種類により、回復時間は異なります） 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を するときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱くなりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 


A 注后、 

■ 塗装の損傷をさけるために 

ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤は使用しないでください。 

■ライトの 清掃 

♦注意して 洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

•ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、似下の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除き、水またはめるま湯を含ませた巧で 
而さ取る D 

■合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなちれを取る 

♦ スポンジや柔らかい布を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてからちれを落とし、固く絞ったされ 
いな巧で洗剤を而さ取る 

■本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

♦ 薄めた洗剤を柔らかい布に含ませ、ちれを而さ取る 

ウール用の中性洗剤を約己％の水溶液まで薄めたをのを使用して<ださい。 
♦ 真水をひたした布を固くしぼり、表面に残った洗剤を而さ取る 

♦ 乾いた柔らかい巧で表面の水分を而き取り、風通しのよい日陰で 
乾燥させる 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 


■本革部分のお手入れの目ち 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■カーぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を描くように 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
おくのび最も効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 (^ P . 61) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

•車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

• SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。 (^ P . 82) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につながるおそれびあります。 

■内装の 手入れをするときは（特にインストルメントパネル） 

離出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちし<は死 t におよぶおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂点 

■清 ミきするとき使用する溶剤について 

♦変色- シミ. 塗装はびれの原因になるため、下の溶剤は使用しないでくださ 
い。 

-シート外の部分：ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ 
U 性の溶剤、染色剤、漂白剤 

-シート部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性の溶剤 

♦離 出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■革の 傷みをさけるために 

革の部分の損傷-消耗をさけるために、1;(下のことをお守りください。 

♦革に ついたほこりや砂はすぐに取り除く。 

•直射日光に 長時間さらさないようにする。特に夏場は日陰で車を保管する。 

•ビニール 製•プラスチック製•ワックス含有のものは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび請びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除するときは 

•熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク U —ナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた布で軽くふいてくだ 
さい。 

♦ 熱線を引っかいたり、損傷させないように気をつけてください。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命を延ばずために、タイヤ□ーテーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己，000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

♦ タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤびをえているときに行ってください。 

♦ タイヤの亀裂-損傷の有無 
♦ タイヤの溝の深さ 

♦ タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンの仕方 

図で示す順にタイヤを□ーテー 
シヨンしてください。 

タイヤの摩耗状態を巧一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検毎のタイヤ□ーテーシヨンを 
推奨します。 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでさます。 


タイヤサイズ 

空気圧& [ kPa ( k 旨/ cm 2 )] 

前後輪 

S 15/60 R 1695 H 

FF (前輪駆動車） 

230 (2.3) 

4 WD (4 輪駆動車） 

220 (2.2) 

S 25/45 R 1891 W 

230 (2.3) 


応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 kg/cm^) 

※：タイヤび;令えているとさの空気圧 

■ タイヤ関連の部品を交換するとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナツトを交換するとさは、トヨ 
夕販売店にご相談 < ださい。 


■タイヤ空気圧の数値 



お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■曰 常点検について 

•曰 常点検として必ずタイヤを点検してください。 

•タイヤの 点検は法律で義務付けられています。 

タイヤはじ(下の点について点検してください。 

. タイヤの空気圧 
-タイヤの亀裂-損傷の有無 
-タイヤの溝の深さ 

. タイヤの異常な摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗している•摩耗程度 
び他のタイヤと著しく異なるなど） 

タイヤの点検ち法は、「メンテナンスノート」をお読みください。 

■指定 空気圧について 

指定空気圧は、運転席ドアを開けたボデー側に貼られている「タイヤ空気圧」の 
表、または P. 323で正しい空気圧を確認のうえ調整してください。 

指定空気圧より低いと車両の安定性を損なうばかりでな<、タイヤび偏摩耗し 
たりします。高速走行時にスタンディングウェーブ現象^によりタイヤびバース 
卜（破裂）したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

日常点検で、応急用タイヤち含め、必ずタイヤ空気圧び指定空気圧になってい 
ることを点検してください。 

^高速で走行しているとさに、タイヤび波ラつ現象。 

■ 異常びあるタイヤの使用禁止 

•異常び あるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取られたり、異常な 
振動を感じることびあります。また、バースト（破裂）など修理でさないよう 
な損傷をタイヤに与えたり、タイヤび横すべりするなど、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかに卜 
ヨタ販売店で点検を受け、正常なタイヤに交換してください。 

•異常び あるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両の安定性-制動距 
離など）び十分に発揮でさないばかりでな<、思わめ事故につながるおそれび 
あり危険です。また、部品に悪影響を与えるなど故障の原因になることびあり 
9 〇 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 


•必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
りつけてください。テーパー部を外側に 
して取りつけると、ホイールび破損しは 
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


•ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナットを締めるときに必要じI上に締めつけられ、ボルトび破損したり、デイス 
クホイールび損傷するおそれびあります。 

また、ナットびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあ 
ります。オイルやグ U —スびねじ部についている場合はふさ取ってください。 

■タイヤの サイズ、種類について 

参 タイヤはすべて指定サイズで、同一のサイズ•同 ーメーカー•同一銘柄および 
同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差 
の著しいタイヤを混ぜて装着しないでください。 

•タイヤを 混在使用すると、前後左右のタイヤで常時異常な回転差び発生し、駆 
動系部品（デイファレンシャルギヤ）に無理な力びかかり、オイルの温度び上 
昇するなどしてオイルもれや焼さつさなどにより、最悪の場合、車両乂災につ 
なびるおそれびあり危険です。 

•次の 場合ちタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるのでタイヤ 
空気圧の点検は必ず行ってください。 

-4輪の空気圧の差び著しいとさ 
-空気圧び指定値からはずれているとさ 


■タイヤ 交換時のま意 



お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

•タイヤの 摩耗を4輪とも均等にし、寿命を延ばすためにタイヤの□ーテーシヨ 
ンを行ってください (^ P . 228) 

•ディスク ホイールを交換するときも指定！; I 外のディスクホイールを装着しな 
いで < ださい。 

•指定 外のタイヤおよび4輪とち同一でないタイヤを装着すると、車の性能 
(燃費-車両の安定性-制動距離など）び十分に発揮でさないばかりでな<、 
前後左右のタイヤに回転差び発生するなどして正確な車両速度び検出でさな 
くなる場合びあり、下記のシステムび正常に作動しなくなるおそれびありま 
す。 

- ABS & ブレーキ アシスト - TRC 

- VSC -クルーズコント□-ル* 

• AFS * -バックガイドモニター* 

. ナビ ゲー シヨンシステム* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮できないばかりでなく、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

- 4 VVD システム* 

■冬 用タイヤについて 

冬用タイヤ装着時わ、必ず標準タイヤと同じサイズで同一種類のタイヤを装着 
し、指定空気圧で走行してください。 

■摩耗 限度について 

タイヤの溝の深さび少ないタイヤやス U ップヴイン（摩耗限度表示）び出てい 
るタイヤをそのまま使用すると、雨の曰に制動距離び長くなったり、八イド □ 
プレーニング現象^により、八ンドルび操作できなくなったり、タイヤびバース 
卜（破裂）したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。ス U ッ 
プヴインび現れたら、すみやかに正常なタイヤと交換してください。 

^水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間に水び入り込み、タイ 
ヤび路面から浮いてしまい、八ンドルやブレーキび効かなくなる現象。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂点 

■お 偏平タイヤ （22 已 /45 R 18 91 W *) について 

低偏平タイヤのホイールは、路面から衝撃を受けたとさ、ホイールに通常より 
大きなダメージを与えることびあります。そのためじ(下のことにご注意くださ 
い。 

参 適切なタイヤ空気圧で使用してください。 

空気圧び低すざると簡単に損傷することがあります。 

♦段差 や凹凸のある路面、路上に開いた穴、平らでない舗道•縁石や他の障害物 
を避けてください。 

タイヤおよびホイールびひどく損傷することびあります。 

■タイヤ 空気圧び低いとさ 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に対するま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとさはを意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2 .簡単な点検•部品交換 

ボンネット 


室内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットび少し浮さ上びりま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 


ボンネットステーをステー穴に 
差し込む。 


□知識 

■バッテリー端子をはずすときは 

バッテ U —端テをはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ U —端テをはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認ください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを 点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置さ忘れていないことを確認ください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置さ忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂災に 
つなびるおそれびあり危険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるときは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。 


A 迂点 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジヤツキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取りつけてください。 

正しい位置に取りつけないと、車両び損傷したり、けがをずるおそれ 
びありまず。 

■ FF (前輪駆動） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■車両を持ち上げるときは 

lii 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•図の ようなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げて<ださい。 



•車に 搭載されているジャッキを使用しないで < ださい。車両び落下するおそれ 
びあります。 

•ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしないで<ださい。 

自動車用ジャッキスタンドを硬い水平面で使用してください。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

•平らで 硬い地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを P にしてください。 

•ガレージ ジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しく取りつけてくださ 
い。 

ガレージジャッキを正し < 取りつけずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

•車内に 乗員びいるとさは車両を持ち上げないでください。 

•車両を 持ち上げるときは、ガレージジャッキの上下にものを置かないでくださ 
し、 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジン ルームカバー 


電球（バルブ）の点検•交換などを行うときに取りはずします。 
■ エンジン ルームカバーの 取りはずし方 



クリップの取りつけ方 



D 



且 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■けがを 防ぐために 

エンジンルームカバーを取りはずす前に、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にしてください。熱くなった部品でやけどをしたり、作動中の部 
品に卷さ込まれてけがをするおそれびあります。 


水迂 fe 、 

■エンジン ルームカバーを 取りつけたあとは 

ちとの場所に確実に取りつけられていることを確認してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


1 U 下に記載する電球は、ご自身で交換できます。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。 UP . 324) 

■ フ□ントのバルブ位置 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換の仕方 


■ へッ ドライト □ービーム （八□ゲンライト）* 

mm 電球を交換するには、 

► ち側 

ウオッシャー液補給□の位置を移 
動する。 

n クリップの中/こ\を押す 


且クリップを引き抜く 




エアク U —ナーダクトをはずす。 
n ク U ップの中/こ\を押す 
且クリップを引き抜く 
且 A 部を押しなびらダクトをはず 
す 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




ソケットを取りはずす。 


電球を取りはずす。 


手順 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


へツ ドライトノ V イビーム 



交換するライトの反対側へ八ンド 
ルを回し、タイヤの向さをかえる。 

ち側を交換するとさは左へ、左側を交 
換するときはちへ、八ンドルを回しま 
す。 



クリップをはずし、力八'一をはず 
す。 


コネクタを引き抜く。 



電球を取りはずす。 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける C 
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お手入れのしかた 

















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフオグライト 



n ボルトとクリップを取りはず 
し、フェンダーライナーをめく 
る 

曰コネクタを引き抜く 



電球を取りはずす。 


手順 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


車幅な 



n ソケットを取りはずす 
且電球を取りはずす 


H 司取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 

フ□ント方向指示兼非常点滅灯、薄暮な 



交換するライトの反対側へ八ンド 
ルを回し、タイヤの向さをかえる。 

ち側を交換するとさは左へ、左側を交 
換するときはちへ、八ンドルを回しま 
す。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 

n フ□ント方向指示兼非常点滅な 
且薄暮な 


H 互取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 

後退な、リヤ方向指示兼非常点滅な 



パックドアを開け、カパーを取り 
はずす。 

IJ ヤクーラー装着車のち側は、 IJ ヤ 
クーラー用ダクトをはずします。 
(^ P . 2己日） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 

n 後退な 

且 U ヤ方向指示兼非常点滅な 


m 司取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 

番号な 

圆で電球を交換するには、 

n バックドア上部のカバーをはず 
す。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 
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手順 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける 


































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ その他の電球 

下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

♦ へツドライト□ービーム（ディスチャージへツドライト） 

• サイド方向指示な兼非常点滅な 

♦ 制動な 

♦尾な 

♦八イ7ウントストツプライト 

□知識 

■へツ ドライト□ービームを交換したときは 

必ずウォツシャー液補給□、またはエアク U —ナーダクトをしっかり取りつけ、 
上部をク U ツプで固定してください。 

•ダクト、ク U ップの取りつけち 

n ダクトを取りつける 
曰クリップを差し込む 
0ク U ップの中/こ\を押す 



■レンズ内の水滴と 量り 

じ I 下のようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦ レンズ内側に大粒の水滴びついている 
♦ライト内に水びたまっている 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■デイスチャージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消打したり、点打しなくなります。 
電圧び正常にちどると再点打します。 

■ち側の後退な、リヤ方向指示兼非常点滅なを交換するときは 
(リヤ クーラー 装着車） 


U ヤクーラー用ダクトをはずしてから交換します。 

交換後は、必ず U ヤクーラーダクトをしっかり取りつけてください。 


• U ヤクーラーダクトの取りはずしち 




ダクトカバーを下側から取りはずす 


ダクトをはずす 

□ ダクトのホルダーをはずす 
曰ク U ップの中/こ\を押し、クリップ 
をはずす 

且ダクトをはずす 


250 























4-2. 簡単な点検-部品交換 


> U ヤクーラーダクトの取りつけ方 




ダクトを取りつける 
n ダクトを取りつける 
且クリップを差し込み、クリップの 
中/こ\を押す 

且ダクトのホルダーを取りつける 
ダクトカバーを上側から取りつける 


■番号なを交換するときは 

バックドア左ちのカバーをはずしたとさに、バックドア側にカバー固定用のツ 
メび残る場合びあります。 

カバーをちとにもどすとさはそのツメをはずし、カバー側につけてからもとに 
ちどして < ださい。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換するときは 

•ライトは 消打してください。消好直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどすることびあります。 

•電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

•電球 や電球を固定するための部品はしっかり取りつけてください。取りつけび 
不十分な場合、発熱や発乂、ちしくはヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

•電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電による重大な傷害の原因となります。 

■デ イスチャージへッドライトについて 

♦交換す るとさ（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

•点 打中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電による重傷の原因となるこ 
とびあります。 


爪迂 fe 、 

■お 車の故障や乂災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取りつけられていることを確認ください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ランプびつかないときや電気系統の装置び働かないときは、ヒューズ 
切れび考え5れます。ヒューズの点検を巧ってください。 

unm ■■ エンジンスタートストップ"スイッチを日 FF にする。 
HI 互ヒューズボックスを開ける。 

►エンジン ルーム 



ツメを押しなびら、カバーを持 
ち上げる。 



n 足元のカバーを取りはずす 
カバーには足元照明*びついてい 
ます。強く引っ張らないでくださ 
い。 

且ヒューズボックスカバーを取 
りはずす 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画回故障の状況から、点検すべさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」 UP . 255) で確認する。 



ヒユーズはずしでヒユーズを引 
さ抜、。 


手順 


互ヒューズを引さ抜さ、ヒューズび切れていないか点検する。 



n 正常 

且ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたび 
し、規定容量のヒューズに交換し 
ます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズの配置と負荷 


エンジンルーム 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

DOME 

10 A 

室内打 

2 

RAD NO . 1 

15 A 

ナビゲーションシステム 

3 

ECU-B 

10 A 

メーター、ステア U ングセンサー 

4 

ECU - B 2 

10 A 

エアコン、パワーウインドウ、スマー 
トエント U — &スタートシステム 

已 

AMP 

30 A 

オーディオアンプ 

6 

STRG LOCK 

20 A 

ステア U ング□ック 

7 

AM 2 

30 A 

始動系 

8 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

9 

TURN-HAZ 

10 A 

方向指示打、非常点滅打 

10 

AM 2 NO . 2 

7.5 A 

メインボデー ECU 

11 

IG 2 

15 A 

EFI システム 

12 

HORN 

10 A 

ホーン 

13 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム、 EFIN 0.1 、EFI N 0.2、 

燃料ポンプ 

14 

A/F 

20 A 

EFI システム 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

15 

FR D 曰 CER 

20 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

16 

PS 巨 

30 A 

— 

17 

H-LP LH L 0 

] 己八※ 1 

左側へッドライト（□ービーム） 

10 

18 

H-LP RH L 0 

] 己八※ 1 

ち側へッドライト（□ービーム） 

10 

19 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドライト（八イビーム） 

20 

H-LP RH HI 

10 A 

ち側へッドライト（八イビーム） 

21 

EFI NO .1 

10 A 

EFI システム 

22 

EFI NO . 2 

10 A 

EFI システム 


《 ] :へッ ドライト□—ビームび H I D バルブ車 
※^ :へッ ドライト□—ビームび八□ゲンバルブ車 
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■ 助手席足元 


4-2. 簡単な点検-部品交換 


t 因因因因图因留呂呂国呂因国呂因因 7] 
日日日日日日日日日図日日日日固 




:~~。 。 —: 


円 f 

3zrD ^~ ) deiE 

1円 




^ T：P 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

SEAT HTR 

15 A 

シートヒーター 

2 

HTR-IG 

10 A 

エアコン、プラズマクラスター、 U ヤ 

クーラー 

3 

WIPER 

2 已 A 

フ□ントワイパー 

4 

RR WIPER 

15 A 

U ヤヮィパー 

己 

WASHER 

15 A 

フ□ントウォツシヤー、 U ヤウォツ 

シヤー 

6 

ECU - に NO .1 

10 A 

自動光軸調整システム、メインボデー 
ECU 、 電動パワーステア U ング、電動 
クー U ングフアン、シフト□ックシス 

テム、 VSC 、4 VVD システム、ステア 

U ングセンサー、 AFS 、 クルーズコン 

卜□-ル 

7 

ECU - に NO . 2 

10 A 

後退打、オルタネーター、 U ヤウイン 
ドウデフォッガー、エアコン、自動防 
眩ミラー、フ□ントワイパーデアイ 
ヴ ー、 シートベルトテンション U 

デューヴー 

8 

OBD 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

9 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストップライ 
卜、 VSC 、 メインボデー ECU、EFI 

システム、シフト□ックシステム 

10 

— 

— 

— 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

11 

DOOR 

25 A 

パワードア□ックシステム 

12 

ACC - 目 

25 A 

CIG、ACC 

13 

4 WD 

7.5 A 

4 WD システム 

14 

FR FOG 

15 A 

フ□ントフォグライト 

]已 

— 

— 

— 

16 

TAIL 

10 A 

車幅打、尾打、番号打、フ□ントフォ 
グライト、光軸調整システム、 EFI シ 
ステム 

17 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明、グ□ーブボックスライ 
卜、シフト照明、ステア U ングスイッ 
チ 

18 

ECU - に NO . 3 

7.5 A 

ク U アランスソナ ー、 ナビゲーシヨン 

システム 、 AFS 

19 

FR DOOR 

20 A 

パヮーウィンドウ 

20 

RLDOOR 

20 A 

パヮーウィンドウ 

21 

RR DOOR 

20 A 

パヮーウィンドウ 

22 

— 

— 

— 

23 

じに 

15 A 

アクセヴ U —ソケット 

24 

ACC 

7.5 A 

電動ミラー、ナビゲーシヨンシステ 
ム、メインボデー ECU 、 スマートエ 
ント U — &スタートシステム、プッ 
シュボタンスタート 

2已 

— 

— 

— 

26 

MIR HTR 

10 A 

S ラーヒーター 

27 

WELCAB 

30 A 

ウエルキャブシステム 

28 

— 

— 

— 

29 

RR FOG 

7.5 A 

U ヤフォグライト 

30 

に N 

7.5 A 

ステア U ング□ック、 SRS エアバッ 
グシステム、始動系、 EFI システム 

31 

METER 

7.5 A 

メーター 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してもライト類び点打しないときは、電球を交換してください。 

(^ P . 240) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。 

■バッテリーか5の回路に過剰な負荷びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと車の故障や乂災、けがをするおそれびあります。 

•規定 容量外のヒューズまたはヒューズ外のちのを使用しないでください。 
•必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

•ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キ■の電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 


■ 用意するらの 

•マイナスドライバー 


•小さいプラスドライバー 
♦ リチウム電池 CR ] 632 


■ 電池交換の仕方 



メカニカルキーを抜く。 



カノく一をはずす。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取り出す。 

新しい電池は+極を上にして取り 
つけます。 


手順0 


取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 
る。 


□知識 

■電池び消耗していると 

下のような状態び起こります。 

•スマートエント U — &スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CR 1632の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でさます。 

■キーの電池を交換したときは 

キーのスイッチを押し、本体の LED び点灯することを確認します。 


A 警告 


■取りはずした電池と部品について 

おテさまにさわらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂点 

■交換 後、正常に機能させるために 

下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
請の原因になります。 

♦電池 外の部品に、触れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 

• ドライバーにテーピングをしたり布されをあててからはずしてください。 
カノ く一に傷びつくおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の巧給 



液面び LOW の位置に近づいたら 
ウオッシャー液を補給してくだ 
さい。 


□知識 

■ゲージの使い方 



ウォッシャー液の膜び張っているゲージの 
穴部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの穴部より 
下まわった （ LOW の位置まで低下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給するときは 

エンジンび熱いとさやエンジンびかかっているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウオッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出乂するおそれびあり危険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂点 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつ < おそれびあります。 

■ウォ ッシャー液の薄め方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃、交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
のに清掃、または交換してください。 

■交換のしかた 

HE " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にする。 




BTO 4205047 


グ□ーブボックスを開さダン 
パース了一のピンをはずす。 


グ□ーブボックスを持ち上げ、 
下部のツメをはずして取りはず 
す。 


フィルターカバーを取りはず 
す。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換する。 

「个 UP 」 マークの矢印び上を向く 
よラに取りつけます。 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 
る。 


□知識 

■エアコンフィルターの清掃-交換について 

エアコンフィルターはじ(下の時期を目安に清掃、または交換してください。 
清掃：]己， 日日日 km [7, 己 日日 km 《 ] ごと 
交換： 30,000 km [ l 己， 日日日 km 《 ] ごと 
※大都市や寒冷地など、交通量や粉じんの多い地区 

■エアコンの風量び減少したとさは 

フィルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 


水迂鳥、 

■エアコンを 使用するときのま意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 
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トラブルが起をた 6 5 


5-1 .まず初めに 

故障したとさは . 268 

非常点滅灯 . 269 

発炎筒 . 270 

けん引について . 272 

イベントデータ 

レコーダー . 277 

5-2. 緊急時の巧經法 

警告好びついたとさは . 279 

警告メッセージび 

表示されたとさは . 283 

パンクしたとさは . 291 

エンジンび 

かからないとさは . 301 

シフトレバーび 

シフトでさないとをは ....... 303 

キーを無くしたとさは . 304 

電子キーび正常に 

働かないとさは . 305 

バッテ U —び 

あびったとさは . 307 

オーバーヒートしたとさは.. 3]] 

スタックしたとさは . 313 

車両を緊急停止するには ...... 315 


267 


















日- 1 .まずネリめに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 




非常点滅なを点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車します。 
(^ P . 269) 

非常点滅なは、故障などでやむ 
を得ず路上駐車する場合、他車 
に知らせるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示なを置いて<ださ 
い。（法的にわ義務付けられてい 
ます。） 



緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。 UP . 270) 
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日-1.まずネリめに 

巧常点滅な 


事故や故障のときなどにお使いください。 



スイツチを押すとすべての方向 
指示なび点滅し、わう一度押す 
と消なします。 


A 迂点 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅打を長時間使用しないで<ださい。 
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日- 1 .まず初めに 

巧炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約5分です。非常点滅！打と併用してお使いください。 



例晒 

^ 心 BTO 5105001 




助手席足元の発炎筒を取り出 
す。 


本体を回しなびら抜さ、本体を 
逆さにして差し込む。 


先端のフタをとり、すり薬と発 
炎筒の先端をこすり、着乂させ 


口知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期間びされる前に、トヨタ販売店でお求めください。 
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已 -1. まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用できない場所 

lii 下の場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪くなったり、引乂するおそれびあるため危険です。 

• トンネル内 

•ガソ U ンなど可燃物の近く 

■発 炎筒の取り扱いについて 

iu 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
•発 炎筒は、おテさまにさわらせない 






日- 1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼くださ 
い。 

■けん引ずる前に 

下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡ください。 


♦ エンジンはかかるび、車び動かない 


♦ 異常な音びする 

■けん引されるとさは 



車体に傷びつかないように□一 
プをけん引フックにかける。 

前進ち向でけん引してください。 



□ープの中央に白い巧をつけ 
る。 

布の大ささ： 

0.3 m 平ち （3 日 cm X 3日 cm ) 
上 


na ^ けん引される車両のエンジンをかける。 

エンジンびかからないとさは、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をアクセサ IJ ー モードまたはイグ ニッシ ヨン日 N モードにしてください。 
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已 -1. まず初めに 


ち画1 互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する。 

けん引中は、前の車の制動打にを意し□ープをたるませないよラにして 
ください。 


けん引フックの取りつけ方 






BTO 己 1CB005 



マイナスドライバーと当て布を 
使ってフタをはずす。 


けん弓 I フックを穴に差しこみ軽く 
締める。 

前側には銀色の短いけん弓 I フックを 
差しこみます。 

ラしろ側には黒色の長いけん引フッ 
クを差しこみます 


ホイールナツトレンチを使い確実 
に取りつける。 
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トラブルび起さたら 




























5-1. まず初めに 


□知識 

■けん引フックの使用目的 

けん引フックはけん引されるとさに使うものであり、他車をけん引するための 
ちのではありません。 

■他車をけん引する 


U ヤ側のけん引フック（黒色）は、自車よ 
り軽い車をやむを得ず一般路上で□ープに 
よりけん弓 I するとさに使用します。 


■けん引について 

I -ーイング装置を装着する場合は、制動灯からの電源の取りかたに注意して< 
ださい。 

■けん引フックの収納位置 

-^ P . 291 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

■ けん引フックを車両に取りつけるとき 

指定の位置に指定のけん弓 I フックをしっかりと取りつけてください。 

指定位置にしっかり取りつけないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重大な 
傷害のおそれびあります。 

■車両を 運搬するときは （4 WD 車く 4輪駆動車 >) 

必ず4輪接地または4輪とわ持ち上げた状態で運搬してください。 

駆動装置び焼さつさを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 

■他 車をけん引するときは 

自車より重い車のけん引はでさません。自車より重い車をけん弓 I しようとする 
と、駆動系に悪影響を与えたり、けん引フックや車体び破損するおそれびあり 
ます。 

■けん 引中の運転について 

•けん 引を行うときは細必のを意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびあり危険です。 

•" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでさなくなり、思わめ事故につながるお 
それびあり危険です。 

•けん 引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 
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トラブルび起さたら 





5-1. まず初めに 


A 迂点 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するときはじ(下のことを必ずお守りください。 

•ワイヤー □ープは使用しない 
•速度 3日 km/h DAT . 距離8日 km 内でけん弓 I する 
♦前進ち 向でけん引する 
♦ヴス ペンシヨン部などに□ープをかけない 
■長い 下り坂でけん引するときは 
レツカー車でけん弓 I してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効さび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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日- 1 .まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
ます。このコンピュータはシステムび正常に作動していることを診断 
ずるとともに、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録す 
るイベントデータレコーダ （ EDR ) を装備していまず。 


記録ずる データ _ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録します。 

♦ エンジン回転数 
♦車速 

♦ ブレーキペダルの操作状況 
♦ アクセルペダルの操作状況 

♦ オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
♦ エアバッグ作動に関する情報 
♦ エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 


トラブルび起さたら 


7 
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5-1. まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第兰者は、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用することびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第兰者は、取得したデータ 
を下の場合を除さ、第兰ちへ開示-提供することはありません。 

♦ お車の使用ちの同意びある場合 

•裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

•統計的な処理を行うなどの使用者や車び特定されないように加工し 
たデータを研究機関などに提供する場合 


278 






日- 2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を招くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
ください。 


警告打 

警告打名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 


279 


警告なび点なまたは点滅したままの場合は、落ち着いて似下のように 
ご対処ください。点'打•点滅しても、その後消なずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


ただちに停車してください。走行を続けると危険です。 


じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味します。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告打 


警告打名-警告内容 


(①) 


ブレーキ警告な（警告ブザー）& 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとさち点灯します。解 
除後、消打すれば正常です。 


※パーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー 
-^ P . 287 


ただちに停車してくださし、。 


トラブルび起さたら 






























己- 2. 緊急時の対処法 


I ただちに点検を受けてください。 

下の警告は、放置すると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


警告打 

警告打名-警告内容 


〇 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ / プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告な 

.ABS の異常 
-ブレーキアシストの異常 


@! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクト IJ ックパワーステア U ング）の異常 




デイスチャージヘッドライト 
オートレべリング警告な* 

-自動光軸調整システムの異常 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

































己- 2. 緊急時の対処法 


1" ただちに処置してください。 

iU 下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告なび消なす 
るのを確認してください。 


警告打 

警告灯名-警告内容 

対処ち法 


が 


半ドア警告'灯 

いずれかのドアび確実に閉 
まっていない 

開いているドアを閉める 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）^ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


PASSENGER '多、 


助手席シートベルト 
非着用警告'打 
(警告ブザー）^ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


ム 


マスターウオーニング 

システムの異常時にブヴーと 
とちに点打•点滅しマルチイ 
ンフ オメーシヨ ンデイスプレ 
イ上に警告 メッセー ジを表示 
します。 

-^ P . 283 


運転席-助手席シートベルト非着用 警告 ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約2日 km / h け^上になると警告ブ 
ヴーび3日秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音び変わり9日秒間鳴ります。 


トラブルび起さたら 






























己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの乗員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告打び点滅することがあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび秉員を検知せず警告打び作動しないことび 
あります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告メッセージが表示をれたとまは 


マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告メッセージび表示さ 
れた場合は、落ち着いて1；!下のようにご対処ください。 



BTO 5205001 


n マスターウオーニング ライト 
マルチインフオメーシヨンディス 
プレイに警告メッセージび表示さ 
れているとさ点打-点滅します。 

且マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ 


処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
ください。 


I ただちに停車してください。走行を続けると危険でず。 

じ(下の警告は、ブレーキの故障のおそれびあることを意味します。ただ 
ちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告メッセージ 


ブレーキ系統の異常 

(①） 


ブレ-丰チ王ック 


警告内容 
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己- 2. 緊急時の対処法 


I ただちに停車してください。 

iU 下の警告は、お車への損傷や思わめ危険を招くおそれびあることを意 
味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ 
さい。 


警告メッセージ 


警告内容 


エンゾン油圧 
不足 


ム 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力び異常に低いと警告ブヴーととち 
に表示されます。 


充電帝す1ック 


充電系統の異常 


口 
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己- 2. 緊急時の対処法 


ただちに点、検を受けてください。 


下の警告は、放置すると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


警告メッセージ 


警告内容 




4 WD システム*の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ム 


厭リンヴ 


ム相 SS 


ステアリング□ツクシステムの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ム 


エ乃 S ’ ッヴ 
システムき常 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー付シートベルトシ 
ステムの異常 


が 


システムチ1、: 


〇 


エンジン電子制御システム、電子制御ス□ットル、 
オートマチックトランスミツシヨン電子制御システム 
の異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルび起さたら 



































己- 2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


VSC 

システムチ1ック 


TRC 、 VSC の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ム 



エンジン冷却水温の異常 


AFS 

■■ン入テム覃吿 


AFS (アタブテイブフ□ントライテイングシステム）* 
の異常 


AFS し庶獻 


クルー 7： 




ム 


クルーズコント□ールシステム*の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 

日 N - OFF スイッチを一度日 FF にし、再度設定してくだ 
さい。 



クリアランスソナーの異常 

異常のあるソナーの位置び点滅し、警告ブヴーび鳴りま 
す。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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己- 2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してくださし、。 


iU 下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージ 
び消なするのを確認してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


巧処方法 


ドア開 


を 


各ドアび確実に閉まってい 
ない 

開いてるドアび表示され 
ます。 


各ドアを閉める 


論 除が’し-斗 


ム 


(点滅） 


パーキングブレーキをかけ 
たまま、車速び10 km/h 
を超えた 

警告ブヴーび鳴ります。 


パーキングブレーキを解除 
する 


ライトが 
点けしています 


ム 


(点滅） 


ライト消し忘れ防止機能び 
働いていない 

警告ブヴーび鳴ります。 


ライトを消打する 


搞油して下さし 


燃料の不足 


燃料残量を点検し、燃料を 
補給する 



ソナー部に雪氷やミ尼などの 
付着 

巧れび付着しているソ 
ナー部び点滅し、警告ブ 
ヴーび鳴ります。 


巧れを取りのぞ<。 

ソナー部び巧れていないの 
に表示び出るとさは、トヨ 
夕販売店で点検を受けて< 
ださい。 
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トラブルび起さたら 










































己- 2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してくださし、 

それぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージび消なするの 
を確認してください。 


車内 

警告 

ブヴー 


車外 
警告 
ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 

対処ち法 

電子キーを携帯し 
ていない状態でエ 
ンジンをかけぶ5 
とした 

電子キーを携帯す 

る 

電子キーを携帯し 
ていない状態かつ、 

" エンジンスター 
トストップ"ス 
イッチび日 FFlil 
外の状態で運転席 
1；>1外のドアび開閉 
された 

電子キーを携帯す 

る 

電子キーを携帯し 
ていない状態かつ、 
シフトレバーび P 
の状態で、"エン 
ジンスタートス 
トップ"スイッチ 
を OFF にせずに 
運転席ドアび開閉 
された 

" エンジンスター 

トストップ"ス 
イッチを日ドドに 

する 

または電子キーを 
携帯する 


] 回 


なし 


キーが 

見つかりません 


ム 


(点滅） 


] 回 


3回 


キーが 

見つかりま甘ん 


ム 


(点滅） 
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己- 2. 緊急時の対処法 


車内 

敬化 
言口 

ブヴー 


車外 

荀た化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


連続音 


なし 


P レンゾに 
入れて下さし 


ム 


(点滅） 


シフトレバーび P 
外の状態で、"エ 
ンジンスタート 
ストップ"スイッ 
チを OFF にせず 
に運転席ドアび開 
閉された 


シフトレバーを P 
にする 


連続音 


連続音 


P レンゾに 
入れて下さい 


キーが 

見つかりま甘ん 


(交互に表示） 

1(点滅） 


ム 


電子キーを携帯し 
ていない状態かつ、 
シフトレバーび P 
Lil 外の状態で、"エ 
ンジンスタート 
ストップ"スイッ 
チを OFF にせず 
に運転席ドアび開 
閉された 


’シフトレバーを 
P にする 
’電子キーを携帯 
する 


] 回 


なし 


残リわす■か 


ム 


電子キーの電池残 
量び少ない 


新しい電池と交換 
する。 

(^P. 260 ) 
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トラブルび起さたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

敬化 
言口 

ブヴー 


車外 

荀た化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


なし 


なし 


エンジ|ン貼莉巧 
ブレーキを 
由置んで下すし、 


ム 


(点滅） 


" エンジンスター 
トストップ"ス 
イッチび日 FF の 
状態でいずれかの 
ドアを開閉してか 
らエンジンをかけ 
ずに"エンジン 
スタートストッ 
プ"スイッチをア 
クセヴ U —モード 
に2回した 


ブレーキを踏んで 
" エンジンスター 
トストツプ"ス 
イッチを押す 


] 回 


なし 


ステ TU ンヴ 
□リク 
未解除 


ム 


(点滅） 


" エンジン スター 
トストップ" ス 
イッチを押してか 
ら約3秒じ(内にス 
テア U ング□ック 
び解除でさなかつ 
た 


ブレーキを踏んで 
八ンドルを左ちに 
回しなびら"エン 
ジン スター トス 
トップ"スイッチ 
を押す 
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5-2. 緊急時の対処法 

八ンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備えつけの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 228をご覧ください。） 

■ジャッ夺で車体を持ち上げる前に 

♦ 地面び固<平らな場所に移動する 

参パーキングブレーキをかける 
•シフトレバーを P に入れる 
♦ エンジンを止める 
参非常点滅なを点滅させる 

■工具とジャッ夺位置 

► 日人乗り車を除く 
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トラブルび起さたら 






































己- 2. 緊急時の対処法 


► 己人乗り車 



[工具箱、応急用タイヤの取り出しかた 


手順 


► 己人乗り車を除く 

デッキボード、デュアルトノボード*、デッキアンダーボックスの順 
に取りはずす。 

► 己人乗り車 

デッキボード、デッキアンダーボックスの順に取りはずす。 

デッキアンダーボックスをはずす際、デッキボックスラしろ側のフタを開けます。 



※図は己人乗り車を除く車両です。 


工具箱を取りはずす。 

工具箱を手前に引さ出して取りはず 
します。 

•格納するときは、しっかりと奥まで 
工具箱を巧し込んでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













































己- 2. 緊急時の対処法 



輪止め^をする。 



パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


&輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ 
とびでさます。 

ホイールキャップをはずす。* 

* スチールホイールのみ 




手順 


手順 






































5-2. 緊急時の対処法 




ジャッキの A 部を手で回して、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしっかりかける。 



タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる。 



ナットすべてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずす。 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にする。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


I タイヤの取りつけ 



ホイール接触面のちれを而さ取 
る。 

ホイール接触面び巧れていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあります。 


iff 可 タイヤを取りつけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする D 

スチールホイールからスチールホイールに かえると さ 
(応急用タイヤを含む） 

ナットのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまで回す。 



アルミホイールから応急用タイヤにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまで回す。 
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トラブルび起さたら 































己- 2. 緊急時の対処法 


►アル S ホイールからアル S ホイールにかえるとさ 



ナツトの座金びホイールに当たる 
まで回す。 


車体を下げる。 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締めつける。 

締めつけトルク： 

103 N • m (1050 kgf - cm ) 



ホイールキャップを取りつける。* 

タイヤのバルブ（空気口）に切り欠さ 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取りつける。 

* スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取りつけることはでさません） 
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己- 2. 緊急時の対処法 


回すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納する。 


曰知識 


■応急用タイヤについて 

•タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。 (^ P . 323) 


乂警告 


■ジャッキの使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつながるおそれ 
びあります。 

じ I 下のことをお守りください。 

•ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取りつけ、取りはずし外の目的で使 
用しない 

•備えつ けのジャッキは、お客様の車にしか使うことびでさないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

•ジャッキ セット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

•ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

•ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

•車を 持ち上げるとさは、ジャッキの上または下に物をのせない 

•車を 持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ！; I 上に上げない 

•車の 下にもぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよう注意してくだ 
さい。 
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トラブルび起さたら 








己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

ケガを負う危険を減らすため、下のことを必ずお守りください。 

•走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

参 ホイールの交換後はすぐに ] 日3 N • m (1050 kgf - cm ) の力でナットを締 
める 

•タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

•ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

•ナッ トを取りつけるときは、必ずテーパー部を内側にして取りつける 
(^ P . 231) 

上記のことをお守りいただかないと、ナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■応急 用タイヤを使用するときは 

•お客様の お車専用になっているため、他の車には使用しないでください 
•同時に 2つじ(上の応急用タイヤを使用しないでください 
•でさる だけ早く通常のタイヤと交換ください 
•急 加速、急ブレーキ、急減速、急旋回はお避けください 

■ 応急用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているときは、]日日 km/h 上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につながるおそれ 
びあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でさない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあります。 

• ABS &ブレーキアシスト 
参 TRC 

参 VSC 

♦クルーズ コント□ール* 

• AFS * 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

•バック ガイドモニター* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でさないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

• 4 VVD システム* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

299 


トラブルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 



A 迂点 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理できないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び低くなっています。段 
差を乗り越えるとさはごを意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチ I ーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪につけてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 
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日- 2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方 （^ P . 119)にしたびっても、またステア 
リング□ックを解除 （^ P . 120) してもエンジンびかか5ないとき 
は、似下のことをご確認ください。 

■スターターは正常に回っているのにエンジンがかか 5 ない場 

A 

下の原因び考えられます。 

♦ 燃料び入っていない可能性びあります。 

給油してください。 

♦ 燃料を吸いこみすぎている可能性びあります。 

再度、正しい手順 UP . 11 9) にしたびって、エンジンをかけ 
て < ださい。 

♦ エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びありま 
す。 

UP . 79) 

■ スターターが ゆっくり回る/室内な- へッ ドライトが暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴 5 ない場合 

下の原因び考えられます。 

•バッテリーあびりの可能性びあります。 （^ P . 307) 

•バッテリーのターミナルび緩んでいる可能性びあります。 

■ スターターが回 5 ない/室内な- へッ ドライトが点なしない 
/ホーンが鳴らない場合 

iU 下の原因び考えられます。 

•バッテリーのターミナルびはずれている可能性びあります。 

•バッテリーあびりの可能性びあります。 （^ P . 307) 

♦ ステアリング□ックシステムに異常びある可能性びあります。 

処置の仕ちびわからないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかからない 
ときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


[ 緊急時エンジン始動 


通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、下の手順で 
エンジンび始動する場合びあります。緊急時外は、この方法で始動さ 
せないで < ださい。 


163111111 I ノ くーキンクブレーキをかける 


手順 


回シフトレパーを P に入れる 


手順 


エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサリーモード 


にする 


手順 


囚ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約 ] 日秒間"エンジン 


スタートストップ"スイッチを長押しする。 


上記の手順にしたびいエンジンび始動でさてち、システムび故障してい 
るおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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日- 2. 緊急時の対処法 

シフトレバーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考え5れます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、下の方法でシフトレバーをシフトする 
ことができます。 

HM でパーキングブレーキをかける。 

巨画司"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサリーモー 
ドにする。 

I お Ml 3 1ブレーキ ペダルを踏む。 



シフト□ック解除ボタンを押 
す。 

ボタンを押している間はレバーを 
シフトでさます。 


トラブルび起さたら 


3 

〇 

3 















日- 2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンバーと残りのキーから、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできます。 

レ P. 22) 



日- 2. 緊急時の対処法 

電子キーが正常に働かないとまは 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり （^ P . 32)、電子キーの 
電池び切れたときは、スマートエントリー&スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使用できなくなります。このような場合、似下の手 
順でドアを開けること、エンジンを始動することびできます。 


ドアの解錠-施錠 



メカニカルキー UP . 22) を使つ 
て操作します。 

n 全ドア解錠 
旦全ドア施錠 


エンジン始動の方法 


四シフトレバーび P の状態でブレーキを踏む。 



電子キーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチに触れます。 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、ス7—トエントリー&ス 
ター トシステムび"エンジン スター 
トストップ"スイッチに触れた電子 
キーを正し < 検知でさず警告音び鳴 
ります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


固圆[司次の操作を行う 

モードの切り替え： 

ブヴーび鳴ってから日秒じ(内に、ブレーキペダルから足を離 
して"エンジンスタートストップ"スイッチを押します。 

" エンジンスタートストップ"スイッチを押すごとにモード 
び切り替わります。 (^ P . 11 9) 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから日秒じ(内に、ブレーキペダルをしっかり 
踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッチを押し 
ふ9 〇 

処置をしても作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 


□知識 


■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押します。 

■電池交換について 

前頁のエンジン始動の方法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をお勧めします。 (^ P . 260) 
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日- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあびつたとをは 


バッテリーびあびった場合、下の手順でエンジンを始動することが 
でさます。 

ブースターケーブルのセットと ]2 V のバッテ U —つさ救援車びあれ 
ば、下の手順にしたびって、エンジンを始動させることびできます。 



バッテ U —の上にあるカノ く一を 
はずす。 

ク U ップをはずし、カバーを上げ 
てはずします。 


手順 


回ブースターケーブルを次の順につなぐ。 


D 赤色のブースターケーブルを自車のバッて U —の+端テにつなぐ。 
且赤色のブースターケーブルのをう一方の端を救援車のバッテリー 
の+端テにつなぐ。 

□ 黒色のブースターケーブルを救援車のノ くッテ IJ 一の一端子につなぐ。 
□ 黒色のブースターケーブルのをう一方の端をバッテ U —から離れ 
た、未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）につなぐ。 
► 2 AZ - FE エンジン搭載車 
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己- 2. 緊急時の対処法 


► 2 GR - FE エンジン搭載車 



手順 


" エンジンスタートストップ"スイッチび日 FF の状態でい 
ずれかのドアを開閉する。 


手順 


回救援車のエンジン回転を維持したまま、"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをいったんイグニッション日 N モードに 
してから自車のエンジンをかける。 


手順 


回自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 


だとさと逆の順ではずす。 


エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
い。 


□知識 


■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでさません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

•エンジンびかかっていないとさは、ライトやオーディオの電源を切ってくだ 
さい。 

♦渋滞などで長時間止まっているとさは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


■バッテリーびあびったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリー上部カバーの取りつけについて 

しっかり取りつけ、上部をク U ップで固定してください。 

n カバーを取りつける 
曰クリップを差し込む 
0ク U ップの中/こ\を押す 


A 警告 

■バッテリーの 引乂または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引乂して爆発するおそれびあり危険です 
ので、じ(下のように乂や乂花び発生するようなことをしないでください。 

•ブースター ケーブルは正しい端テまたは接続箇所外に誤って接触させない 
参ブ ースターケーブルは" + " と"一"の端テを絶巧に接触させない 
•バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで乂を起こさない 
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己- 2. 緊急時の対処法 



A 警告 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、じ(下のことを 
必ずお守りください。 

•バッ テ U - を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • あ服 • 車体 
につかないようにする 

•バッ テ U —に寄りかかったりしない 

•誤って バッテ U —液び身体についたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の診断を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあててお 

< 

•バッ テ U —の支せ、ターミナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗う 
• おテさまをバッテ U —に近づけない 


水 迂 fe 、 

■ ブースターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、冷却ファンやベルトに 
巻さ込まれないように十分注意してください。 
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日- 2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


オー八ーヒートしたとさは： 

固画の車を安全な場所に止め、エアコンを止める。 

固醒司エンジンルームから蒸気び出ているか確認する。 

蒸気び出ている場合： 

エンジンを止める D 蒸気び出なくなったら、注意してボン 
ネットを開け、エンジンを再始動する。 

蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける。 

固画司ラジエーター冷却用のフアンび作動しているか確認する。 
フアンが作動している場合： 

水温計の表示び H の位置から下びってさてからエンジンを 
止める。 

フアンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡する。 



エンジンび十分に冷えてから、 
冷却水の 量やラジエーター コア 
部（放熱部）の冷却水漏れを点 
検する。 

エンジンルームカバーを 取りは ず 
すには (^ P . 238) 



冷却水び不足している場合は、 
冷却水を補給する。 

冷却水びない場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 


■オーバーヒートとは 

lil 下の状態びオーバーヒートです。 

•水温計の表示び H の位置で点滅したり、エンジン出力び低下する 
•エンジン ルームから 蒸気び出る 



A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

•エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負5おそれびあります。 

•エンジンび かかっているときは、手や着衣をフアンやベルトから離してくださ 
い。 

•エンジン 及び ラジエーターび 熱いうちは ラジエーター キャップを開けないで 
<ださい。 

高温の蒸気や冷却水び圧力によって噴さ出し、やけどなどの重傷を負うおそれ 
びあります。 


水迂 fe 、 

■ 冷却水を入れるときのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

冷却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい冷却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 


312 









日- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときは下の方法で脱出してください。 

► FF 車（前輪駆動） 

I エンジンを止める。パーキングブレーキをかけシフトレバー 
を P にする 

Ife 細 2| タイヤの前後の±や雪を取り除く。 

巨画司タイヤの下に木や石をあてびう。 

巨画互エンジンを再始動する。 

巨画司シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなびらアク 
セルを踏む。 

TRC 、 VSC の作動で脱出しにくいとき、 TRC または VSC を停止して 
ください。 (^ P . 163) 

► 4 WD 車 （4 輪駆動） 

iHI ] エンジンを止める。パーキングブレーキをかけシフトレバー 
を P にする 

タイヤの前後の±や雪を取り除く。 

巨画司タイヤの下に木や石をあてびう。 

巨画互エンジンを再始動する。 

巨画司 4 WD オートモードになっていることを確認する。 

(^ P . 1 50) 

巨画固シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなびらアク 
セルを踏む。 

TRC 、 VSC の作動で脱出しにくいとき、 TRC または VSC を停止して 
ください。 (^ P . 163) 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■脱出 するときの警告 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとき、車び前ちまたは後方に飛び出すおそれびあります 
ので、とくにを意してください。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 



A 迂点 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷をさけるために 

•タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
•このち 法で脱出できなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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日- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車が止ま5なくなったとさの非常時のみ、 1 U 下の手順で車両を 
停止させてください。 

[ mm ブレーキぺダ j レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないで<ださい。通常より強い力び必要 
となり、制動距離ち長くなります。 

I お M 2| シフトレバーを N に入れる。 

►シフトレバーび N に入った場合 
巨画司減速後、車を安全な道路脇に停める。 

巨画互エンジンを停止する。 

► シフトレバーび N に入らない場合 

Eimn ブレーキぺダ j レを両足で踏み続け、可能な限り減速させる。 



"エンジンスタートストップ" 
スイツチを3秒上押し続けて 
エンジンを停止する。 


A 警告 


■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

ブレーキの効さび悪くなり八ンドルび重くなるため、車のコント□ールびしに 
くくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するようにしてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の容量とな柄) 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずすめ 
しまず。トヨタ純正油脂 m 外を使用される場 S ホ、それぞれの油脂に 
相当ずる品質のらのをご使用ください。 


[m 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 惨考値） 

無鉛レギュラーガソ U ン 

2 AZ-FE 

60 

無鉛プレミアムガソ U ン^ 
(無鉛八イオク） 

2 GR-FE 


※：無鉛レギュラーガソ U ンをお使いになることをでさます。その場合エンジン本来の性能を発揮で 
さません。 


I エンジンオイル 




容量 [ L ] 

惨考値） 

銘柄 

エンジン 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ糸屯 I モーターオイ J レ SM 0 W -2 日※1 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -3 日 




トヨタ純正モーターオイル SM 1 0 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 5 W -20 
—API SL EC SAE 5 W -20 
トヨタ純正モーターオイル SL ] 日 W -3 日 
—A 円 S し EC SAE 1 OW -30 

2 AZ-FE 

4.1 

4.3 
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《 ] :日 W -2 日は、新車時に充慎されている、最を省燃費性に優れるオイルです。 

《2 : 5 VV -2 日は、新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合格油の吿には ILSAC CERTIFICATION (イルヴッ 
クサーフイケーシヨン）マークびついています。 

► 2 AZ - FE エンジン搭載車 

n API マーク 

且 ILSAC CERTIFICATION マーク 





容量 [ L ] 

惨考値） 

銘柄 

エンジン 

オイルのみ 

オイルと 

オイル 



交換 

フイルター 




交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SM 1 0 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイ J レ SL 5 W -2 日※2 
——A 円 S し EC SAE 5 W -20 
トヨタ純正モーターオイル SL 1 0 W -30 

2 GR-FE 

己.7 

6.1 

—API SL EC SAE 1 OW -30 





6-1 .仕様一 


車両の仕様 
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► 2 GR - FE エンジン搭載車 



□ API マーク 

B ILSAC CERTIFICATION マーク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のわのをご使用ください 
► 2 AZ - FE エンジン搭載車 


だ 

く 

II 1 1 1 1 1 L 

SAE 0W-20( 推奨 )X > 

II 1 1 1 1 1 r 

SAE 5W-20 、 

II 1 1 1 1 1 こ 

SAE 已 W-30 、 



II 1 1 1 1 1C 

SAE 10W-30 、 


- 30 - 20-10 0 10 20 30 40 

が気温に） 


BT0 6104005 


《：日 VV -2 日は、新車時に充慎されている、最を省燃費性に優れるオイルです。 

► 2 GR - FE エンジン搭載車 



- 30 - 20-10 0 10 20 30 40 

外気温（で） 


BT061AQ001 


《：已 VV -2 日は、新車時に充慎されている、最を省燃費性に優れるオイルです。 
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オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の日 W は、低温時のエンジン始動特性を示しています。 
W の前の数値びルさいほど冬場や寒冷時のエンジン始動び容易にな 
ります。 

♦ 己 W -30 の30は、オイル粘度の硬さを示しています。粘度の高いオイ 
ルは高速または重負荷走行に適しています。 


^容量は参考値です。交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 


I リヤデイファレンシャル* 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [L] 惨考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL- 己 SAE 85W-90) 

0.5 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■^ソ王—ター 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] 

惨考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30〇/〇 -12°C 

濃度己0% -3 己で： 

2AZ-FE 

6.2 

2GR-FE 

8.7 


I オートマチックトランス5ッシヨン 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] (参考値‘^) 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

2AZ-FE 

8.7 

トヨタ純正オートフルード VVS 

2GR-FE 

6.4 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 
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6-1. 仕様一! 


I トランスファー^ 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [L] 慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL- 己 SAE 85W-90) 

0.45 


[ ノレ-十 

■ ブレー夺フルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500H 


■ ブレーキペタル 


項目 

基準値 [mm] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとさの床板とのすさ間‘X‘ 

72じ1上 


^エンジン回転時に294 N (30 kgf) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値 

■パー 夺ング ブレー 夺 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力3日日 N (30.6 kgf) のときのノッチ※数 

8〜]] 


^ ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音)のことです。 


I ゥ オツソヤー 

容量 [L] (参考値） |" 2.5 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

前後輪 

標準タイヤ 

215/60R16 95H 

FF 

(前輪駆動車） 

16 X 61 /2 J 

4WD 

(4 輪駆動車） 

16 X 61 /2 J 

22己/4己 R] 8 9] W 

18 X 71 /2 J 

応急用タイヤ 

T155/70D 17 1 10 M 

17 X 4 T 


[タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤび冷えているとさの 
空気圧 

kPa (kg/cm う 

前後輪 

標準タイヤ 

215/60R16 95H 

FF 

(前輪駆動車） 

230 (2.3) 

4WD 

(4 輪駆動車） 

220 (2.2) 

22己/4己 R] 8 9] W 

230 (2.3) 

応急用タイヤ 

T155/70D 17 1 10 M 

420 (4.2) 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 


ホ 
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[電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 



八イビーム（バルブタイプ： HB3) 

60 


□-ビーム（ディスチヤージヘッドライト） 

3己 


□ービーム（バルブタイプ： H]]) 

己已 


車幅打 

己 


薄暮打 

己 

車外 

フ□ントフォグライト（バルブタイプ： H]]) 

己己 

フ□ント方向指示兼非常点滅打 

21 


サイドち向指示兼非常点滅打 

LED《 


U ヤ方向指示兼非常点滅打 

21 


制動打&尾打 

LED《 


後退打 

16 


八イマウントストップライト 

LED《 


番号打 

己 


《 LED は丄 i 呂 ht Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電テ素テです。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























6-1 .仕様一 


電球 

W (ワット）数 


フ□ントパーソナルライト 
(イルミネーションライト装着車） 

LED《 


フ□ントパーソナルライト 
(イルミネーションライト非装着車） 

8 


U ヤパーソナルライト 
(イルミネーションライト装着車） 

LED《 

車内 

ルームライト 

(イルミネーションライト非装着車） 

8 

イルミネーションライト* 

LED《 


ラゲージルームライト 

己 


フ□ント足元照明* 

LED《 


uヤ足元照明^ 

LED《 


ドアカーテシライト 

己 


グ□ーブボックスライト 

LED《 


バニティライト 

8 


《 LED は丄 ight Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電テ素テです。 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

ANAIO 

2AZ-FE 

(2.4L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

ANA] 己 

4WD (4 輪駆動） 

GGAIO 

2GR-FE 

(3 .己 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


車両の仕様 
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6-2 カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一質 


お車には、設定を変更することび可能な数多くの装備びついていま 
す。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更することびできま 
す。 


機能によっては、他の機能と連動して設定び変わるをのちあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U — &スタート 

システム 
(^ P . 24) 

スマートエント U — &ス 

タートシステム 

あり 

なし 

作動の合図（非常点滅打） 

あり 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あり 

なし 

プッシュボタン 
スタート 
(^ P . 33) 

プッシュボタンスタート 

あり 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 
(^ P . 38) 

ワイヤレス機能 

あり 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとさの自動施錠までの時 
間 

3日秒 

6日秒 

] 2日秒 

作動の合図（非常点滅打） 

あり 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あり 

なし 

半ドア警告ブヴー 

あり 

なし 

ライト自動点 
打-消打システ 
ム 

(^ P . 141) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル1〜己 

ライトを点打するまでの 
時間 

標準 

長め 

ク U アランス 

ソナー 
(^ P . 1己日） 

バックソナーの 
検知開始距離 

約1己 0 cm 

約目 0 cm 

ブヴー音量 

レベル3 

レベル]〜己 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イルミ ネーシヨ 

ン UP. 1 88) 

消打までの時間 

] 己秒 

7.5 秒 

3日秒 

解錠時の作動 

あり 

なし 

" エンジン スター トス 
トップ"スイッチ日 FF 後 
の作動 

あり 

なし 
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6-2 カスタマイズ機能 
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さぐいん 


略語一覧 . 330 

五十音順さ < いん . 331 

症状別さ < いん . 339 


329 






アルフアベツト略語一質 


アルファべット略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセヴ U — 

AFS 

アダプティブフ□ントライティングシステム 

DISP 

ディスプレイ 

ECO 

エコノ S —/エコ□ジー 

ECU 

エレクト U ックコント□ールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステア U ング 

LED 

ライトエミッティングダイオード 

S-VSC 

ステア U ングアシステッドビークルスタビ U ティ 
コント□ール 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□ール 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順を<いん 


アームレスト . 211 

アクセサリーソケット . 208 

アクティブへッドレスト . 48 

足元照明 . 188 

アダプティブフ□ントライティング 

システム ( AFS ). 143 

アンチ□ックブレーキシステム 
(A 巳 S ). 162 

イベントデ-タレ]-夕- 

( EDR ). 277 

イルミネーテッドエントリー 

システム . 189 

インナー三ラー . 67 

回 ウィンカー 

W 数 . 324 

スイッチ . 129 

電球の交換 . 240 

ウィンドウ 

ウォッシャー . 146,148 

パヮーウィンドウ . 72 

U ャウィンドウ 

デフオッガー . 186 

ウインドウ□ックスイッチ . 72 

ウオーニングライト . 279 

ウオツシヤー 

液の補給 . 263 

スィッチ . 146,148 

タンク容量 . 322 

をの前の準備-点検 . 171 

運転 

寒冷時の運転 . 171 

正しい姿勢 . 80 

手順 . 110 

運転席シートベルト 
非着用 警告 灯 . 281 


曰エアコン 


フ□ントオートエアコン . 176 

フィルターの交換 . 26已 

U ヤクーラー . 184 

ェァバッグ 

SRS ェァバッグ . 82 

一般的な警告 . 87 

おテさまのためのを意 . 87 

カーテンシールドエアバッグに 

関する警告 . 88 

カーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 83 

改造•分解 . 89 

警告灯 . 280 

警告表示 . 28已 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 88 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 83 

作動条件 . 83 

正しい姿勢 . 80 

配置 . 82 

エレクトリックパワー 

ステアリング . 162 

エンジン 

イグニッシヨンスイッチ ........ 119 

エンジン回転計 

(タコメーター) . 132 

エンジンびかからない . 301 

エンジン警告巧 . 280 

エンジン警告表示 . 28已 

エンジンスイッチ . 119 

エンジンルームカバー . 238 

オーバーヒート . 311 

かけち . 119 

ボンネット . 234 
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五十音順さ < いん 


エンジンイモビライザー 

システム . 79 

エンジンオイル 

をの前の準備-点検 . 171 

容量 . 318 

巧 応急用タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 323 

収納場所 . 291 

オートマチックトランスミッション 
( A / T ) 

S モード . 126 

オートマチックトランス 

ミッション . 123 

7速スポーツシーケンシャル 

シフトマチックモード . 125 

シフトレバーび 

シフトでさない . 303 

オートレべリングシステム . 144 

才ーバーヒート（エンジン） . 311 

オーバーへッドコンソール . 202 

才ープナー 

給油 □ . 75 

ボンネット . 234 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 72 

エアバッグに関する警告 . 87 

おテさまのシートベルト 
着用 R 4 

シートベルトに関する警告 ....... 64 

チャイルドシート . 90 

チャイルドシートの固定 ........ 100 

チャイルドプ□テクター . 40 

電テキーの電池に関する 

警告 . 261 

バッテ IJ 一に関する警告 ........ 310 

パワーウインドウに 
関する警告 . 74 


才 r * メーター . 133 

巧 力-テンシ-ルにアバッグ . 82 

外気温表示 . 140 

カスタマイズ機能 . 326 

ガソリンスタンドでの情報 . 344 

カップホルター . 198 

曰キ 

イグニッションスイッチ ........ 119 

エンジンスイッチ . 119 

キー . 22 

キーナンバー . 22 

キーレスエン hU — 

(ワイヤレスドア□ック） ........ 38 

キーを無< した . 304 

電子キー . 22 

電子キーの電池び切れた ........ 3日已 

メカニカルキー . 22 

給油 □. 7曰 

緊急時の対処 

エンジンびかからない . 301 

オーバーヒートした . 311 

キーを無< した . 304 

警告巧びついた . 279 

警告メッセージび 

表示された . 283 

けん弓 I . 272 

シフトレバーび 

シフトでさない . 303 

車両を緊急停止する . 3] 已 

スタックした . 313 

電子キーの電池び切れた ........ 305 

発炎筒 . 270 

バッテ U —びあびった . 307 

パンクした . 291 

非常点滅巧 . 269 
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五十音順さ < いん 


B 空気圧（タイヤ） . 

区間距離計 . 

クリアランスソナー . 

クルーズコント□ール . 

グ□ーブボックス . 

ra 計器 

メーター . 

メーター照度調整 . 

警音器 . 

警告灯 

SRS ェァバッグ . 

アンチ□ックブレーキ 

システム ( ABS ). 

エンジン . 

シートベルト非着用 . 

充胃 . 

ディスチャージへッドライト 

オートレべ IJ ング . 

パワーステア IJ ング （ P / S ).... 

半ドァ . 

プ IJ テンショナー . 

ブレーキ . 

ブレーキアシスト . 

マスターウオーニング . 

警告表示 

AFS . 

SRS ェァバッグ . 

4 WD . 

エンジン . 

エンジンオイル圧力 . 

エンジン冷却水温 . 

ク IJ アランスソナ ー.… 286, 

充胃 . 

ステア IJ ング□ック . 

スマートエント U —& 
スタートシステム . 


ドア . 287 

燃料残量 . 287 

パーキングブレーキ . 287 

ビークルスタビ IJ テイ 

コン h □-ル ( VSC ). 286 

ブレーキ . 283 

ライト消し忘れ . 287 

クルーズコント□ール 

. 286 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 281 

スマートエント U — &. 

スタートシステム . 288 

ブレーキ . 279 

ライト消し忘れ . 287 

化粧用（バニティ）ミラー . 206 

けん弓1 . 272 

ち交換 

タイヤ . 291 

電球 . 240 

電子キーの電池 . 260 

ヒユーズ . 2已3 

工具 . 291 

後退灯 

W 数 . 324 

電球の交換 . 240 

コンソ ーJ レトレイ . 203 

コンソールボックス . 197 

つンライト 

(自動点灯•消灯装置) . 141 

H サイにアバッグ . 82 

サンバイザー . 20曰 



323 

133 

155 

151 

196 

132 

133 

131 

280 

280 

280 

281 

279 

280 

280 

281 

280 

279 

280 

281 

286 

28己 

28己 

28已 

284 

286 

287 

284 

28已 

288 
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五十音順さ < いん 


シート 



車幅な 


正しい姿勢 . 

.…… 80 


W 数 . 

.324 

シートヒーター . 

… 209 


電球の交換 . 

.240 

セカンドシート . 

…… 已〇 


ライトスイッチ . 

.141 

チャイルドシートの固定.… 

... 100 


車両型式 . 

.32 己 

mm . 

…… 47 


車両仕様（スペック） . 

.318 

調整に関する警告 . 

…… 49 


収納装備 . 

.195 

手入れ . 

...22 己 


助手席アッパーボックス . 

.196 

フ□ントシート . 

…… 47 


助手席シートベルト 


へッドレスト . 

…… 52 


非着用警告な . 

.281 

シートアレンジ . 

シートベルト 

54 

日 

水温計 . 

.132 

おテさまの着用 . 

…… 64 

スイッチ 


緊急時シートベルト 



4WD オートモード 


固定機構 . 

…… 63 


スイッチ . 

.150 

シートベルト警告灯 . 

...281 


AFS 日 FF スイッチ . 

.143 

シートベルト 



VSC OFF スィッチ . 

.163 

プリテンシヨナー . 

……. 62 


ウインドウ□ックスイッチ… 

… .72 

清掃-手入れ . 

....226 


エンジンスイッチ . 

.119 

正しい着用 . 

……. 61 


ク IJ アランスソナースイッチ]已己 

チャイルドシートの固定.… 

.... 100 


ドア□ックスイッチ . 

… .39 

mm . 

……. 61 


八ヴードライトスイッチ ....... 

.269 

妊娠中のちの着用 . 

……. 63 


パワーウインドウスイッチ… 

… .72 

室内な（ルームライト） 



非常点滅灯スイッチ . 

.269 

W 数 . 

… .32 已 


フォグライトスイッチ . 

.14 己 

スイッチ . 

.... 192 


ライトスイッチ . 

.141 

シフトレバー 



ワイパー&ウォツシャー 


オートマチックトランス 



スイッチ . 146 、 

148 

三ッシヨン . 

.... 123 


スタック 


シフトレバーび 



スタックした . 

.313 

シフトでさない . 

....303 


ステア IJ ングアシステッド 


シフト□ックシステム . 

… .303 


ビークルスタビリテイコント□ール 

ジャッキ 




.162 

ガレージジャッキ . 

....236 


ステアリングホイール 


車載ジャッキ . 

....291 


mm . 

… .66 

ジャッキ八ンドル . 

… .291 


ステア IJ ングスイッチ . 

.220 




スピードメーター . 

.132 


334 


























































五十音順さ < いん 


ドアの施錠-解錠. 


.2 已 


巧 


I 


清掃 

外装 . 222 

シートべ J レト . 226 

内装 . 22已 

セカンドシート . 曰0 

積算距離計 . 133 

洗車 . 222 

前照灯 

W 数 . 324 

スイッチ . 141 

デイスチャージへッドライトに 

関する警告 . 2已2 

電球の交換 . 240 

速度計 . 132 

タイヤ 

空気圧 . 323 

交換 . 291 

スペアタイヤ . 291 

チェーン . 171 

点検 . 228 

パンクした . 291 

を用タイヤ . 171 

□ーテーシヨン . 228 

タコメーター . 132 


スペアタイヤ（応急用タイヤ） 


白 

チェーン（タイヤチェーン） .... 

....171 

空気圧 . 

..323 

チャイルドシート 


収納場所 . 

..291 


に日 FIX バーでの固定 . 

....103 

スペック（車両仕様） . 

..318 


シートベルトでの固定 ........ 

....101 

スポーツシーケンシャル 



チャイルドプ□テクター . 

…….40 

シフトモード . 

..125 


駐車ブレーキ 


スマートエント U — & 



(パーキングブレーキ） . 

....130 

スタートシステム 





エンジンの始動 . 

..119 


ッール . 

… .291 


ディスプレイ 

警告メッセージ . 283 

卜 U ップ 

インフオメーシヨン . 138 

手入れ 

外装 . 222 

シートベルト . 226 

内装 . 22已 

テールランプ 

W 数 . 324 

スイッチ . 141 

デッキアンダーボックス . 214 

デッキフック . 21曰 

デッキボード . 214 

デュアルトノボード ........ 216、218 

電球（バルブ） 

W 数 . 324 

交換 . 240 

電子 キー 

電池び切れた . 305 
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五十音順さ < いん 


H ドァ 

ドアガラス . 72 

ドアミラー . 69 

ドア□ック . 39 

ドアガラス . 72 

ドアミラー 

調整 . 69 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 79 

時計 . 207 

トラクシヨンコント□ール . 162 

トリップメーター . 133 

Q 磯 

積むとさのを意 . 169 

ち 燃料 

ガソ IJ ンスタンドでの情報…. 344 

給油 . 75 

種類 . 318 

燃料計 . 132 

容量 . 318 


@パ-キングブレ-キ 


パーソナルライト 

W 数 . 32已 

スイッチ . 191 

薄暮灯 

W 数 . 324 

電球の交換 . 240 

発炎筒 . 270 

バックアップライト 

W 数 . 324 

電球の交換 . 240 

バッテリー 

バッテ IJ 一びあびった . 307 

をの前の準備点検 . 171 

バニティ（化粧用）ミラー . 206 

バニティライト 

W 数 . 32已 

バニティライト . 206 

八ザードライト 

W 数 . 324 

スィッチ . 269 

電球の交換 . 240 

バルブ價球） 

W 数 . 324 

交換 . 240 

パヮーウィンドウ . 72 

パンク 

パンクした . 291 

番号灯 

W 数 . 324 

電球の交換 . 240 

八ンドル 

調整 . 66 
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五十音順さ < いん 


巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□ール . 162 

ヒーター 

フ□ン トオートエアコン . 176 

シートヒーター . 209 

ミラーヒーター . 70 

非常点滅な . 269 

尾な 

W 数 . 324 

スイッチ . 141 

ヒューズ . 2曰3 

表示な . 13曰 

ヒルスタートアシスト 
コント□ール . 167 

151フォグライト 

W 数 . 324 

スイッチ . 14已 

電球の交換 . 240 

フック 

けん引フック . 272 

デッキフック . 215 

プッシュボタンスタート 

エンジンの始動 . 119 

冬用タイヤ . 171 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 130 

ブレーキアシスト . 162 

フ□ァマット . 213 

フ□ントシート 

調整 . 47 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 . 324 

電球の交換 . 240 

レバー . 129 


フ□ントフォグライト 

W 数 . 324 

スイッチ . 14已 

電球の交換 . 240 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 187 

H へッドライト 

W 数 . 324 

スイッチ . 141 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 2已2 

電球の交換 . 240 

へッドレスト 

調整 . 52 

ホ—ン . 131 

ホイール . 228 

方向指示灯 

W 数 . 324 

スイッチ . 129 

電球の交換 . 240 

ボトルホルダー . 201 

ボンネット . 234 

曰 マルチインフォメーシヨン 

ディスプレイ . 138 

巧ミラ- 

インナーミラー . 67 

ドアミラー . 69 

バニティ（化粧用）ミラー… .2 日6 

0 メ-夕- 

メーター . 132 

メーター照度調整 . 133 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 318 
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五十音順さ < いん 


4 WD 才ートモードスイッチ ...... 150 

ちラ仆 

W 数 . 324 

室内灯 . 188 

電球の交換 . 240 

パーソナルライト . 191 

八ヴード'ライ h . 269 

バニテイライト . 206 

非常点滅灯 . 269 

フォグライ h . 14已 

へッドライト . 141 

方向指示な . 129 

巧 リヤウインドウデフォッガ- ..... 186 

IJ ヤクーラー . 184 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 324 

電球の交換 . 240 

回 ルームライト 

W 数 . 32己 

スイッチ . 192 

冷却水 

をの前の準備-点検 . 171 

容量 . 321 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 311 

13ヮィパ- 

スイッチ . 146 

ワイパーデアイサー . 187 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 260 

IJ モコン . 38 
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症げ別さくいん 

をが別を<いん 


タイヤびパンクした 


エンジンびかからない 


シフトレバーび動かない 


水温計の針び 
赤いゾーンに入った 


エンジンルームから 
蒸気び立ちのぼった 


P .291 

パンクしたとさは 


P . 301 

エンジンびかからないとさは 

P .79 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .3 日7 

バッテ IJ — びあびったときは 


P .3 日3 

シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


P .311 

オーバーヒートしたとさは 


キーを無ぐした '> 

P . 304 

キーを無くしたとさは 


バッテ U— びあびった y 

P .3 日7 

バッテ U - びあびったときは 


ドアび施錠でさない 



ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった / 

P .313 

スタックしたとさは 


警告灯び点灯、点滅した \ 

P .279 

警告 灯びついたとさは 
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症状別さくいん 



■警告打一覧 


(©) 

フ レーキ 警告好 

P . 279 

(©) 

ABS & ブレーキ アシ 

ス ト 警告打 P. 280 

が 

SRS エアバッグ/プ U テン 

シヨ ナー 警告打 P . 280 


エンジン警告巧 

P . 280 


デイスチヤ-ジへッわ仆才- 

トレべ リング警告巧 P. 280 

ホ 

半ドア警告巧 

P . 281 


ぶ 

運転席シートベルト非着 
用警告な P . 281 

PASSENGER 

助手席シートベルト非着 
用警告な P . 281 

ム 

マスターウオーニン 
グ P . 281 

0! 

パワーステアリング 
警告灯 P . 280 

口 

充電警告好 

P . 279 


警告メツセージび表示された 



警告メッセージび表示されたとさは 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った 


■警告打の点な、点滅、またはマルチインフォメーシヨンディス 
プレイの警告メッセージを確認ください。 

•警告打び点な、点滅している （^ P . 279) 

♦警告メッセージび表示されている （^ P . 283) 


■警告打の点打、点滅や、マルチインフォメーシヨンディスプレ 
イに警告メッセージの表示びないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P . 30 

車外に出たとさ 

スマートエント U &スタートシ 
ステムで □ ックスイッチを押し 
たとさ 

走行中 

シフトレバーを R にしたとさ 

P . 127 

シフトダウンしたとさ 

P . 127 

ブレーキを踏んだとさ 

P . 117 
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症状別さくいん 
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症状別さくいん 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


ボンネットフック 


P. 234 


給油口 


P. 75 



BT083CB001 


燃料の容量（参考値） 60 L 


無鉛レギュラーガソ U ン （2 AZ - FE エンジン車） 

燃料の種類 無鉛、プレミアムガソ U ンに GR - FE エンジン車） 

P . 76, 318 


標準タイヤ 


タイヤび;令えている 
とさの空気圧 



前後輪 

215/60 R 16 95 H 

FF 

(前輪駆動車） 

230 (2.3) 
kPa ( k 呂 / cm 2 ) 

4 WD 

(4 輪駆動車） 

220 (2.2) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

22己/4己 R 1 8 91 W 

230 (2.3) 
kPa ( k 呂 / cm 2 ) 


応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( k 呂 / cm 2 ) 
オイルのみ交換時 


2 AZ - FE エンジン車： 4.1 L 
エンジンオイル容量 2 GR - FE エンジン車：己.7 L 

(参考値） オイルとフィルター交換時 

2 AZ - FE エンジン車： 4.3 L 


2 GR - FE エンジン車： 6.1 L 
トヨタ純正モーターオイル 

- SM 5 W -30 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 5 W -30) 
エンジンオイルの - SL 5 W -20 (API SL 、 EC、SAE 5 W -20) 

種類 - SM 1 日 W -3 日 ( APISM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 1 0 W -30) 

- SL ]0 W -30( A 円 S し EC、SAE 1 0 W -30) 

- SM 0 W -20 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 日 W -2 日)※ 


※： SAE 日 W -2 日は、 2 AZ - FE エンジン車のみ使用可能 



















































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

固 0800-700-7700 

オープン時間365曰9:日日〜18:日日 


所在地〒が日-日日日2 名古屋巿中村区名駅四 T 目10の27 

第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http : //WWW . toyota . co . j p にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧をお: 

http://toyotaJp 
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